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地域支部３００支部突破、１００００人会員、５００支部へ加速 !!

 

　全国の会員の皆様、スポーツ吹矢愛好者の皆様、明けましておめ
でとうございます。
　新年に、お二人の新師範が誕生しました。
　埼玉県の下野和朗師範（上級公認指導員）は振興協会最高の七段
位として YouTube で発信するなどスポーツ吹矢普及の先頭に立って
います。昨年１０月にはＮＨＫの看板番組「あさイチ」に出演して大き
な反響を呼びました
　もう一人、千葉県の西川敏幸師範（六段）（上級公認指導員）は全
国一の８４人のメンバーを率いる「流山市フジタカ支部」の支部長。
カリスマ性のある優れた指導者です。「健康のためにやっているスポー
ツで用具の使用など制限するのは問題がある。他団体との交流を認め
ないのは吹矢本来の使命を忘れている」と、振興協会に加わりました。
　納得です。
　「楽しくなければ吹矢じゃない」は創始者の青柳清の口癖ですが、
スポーツは楽しくなければ普及しませんし、国民的スポーツには広が
りません。

今年のスローガンは「勝鬨」

　２０２５年の振興協会のスローガンを「勝鬨」
（かちどき）と定めさせていただきました。この

スローガンには「困難を乗り越え、共に新たな
成功を分かち合おう」との思いを込めました。
　会員の皆様お一人お一人の「勝鬨」を
心よりお祈り申し上げます。

「楽しくなければ吹矢じゃない」の原点守る「楽しくなければ吹矢じゃない」の原点守る
そして２０２５年も会員の皆様と歩むそして２０２５年も会員の皆様と歩む

代表理事から 会員の皆様へ

〈栃木県〉「さくら喜連川城支部」（市村吉二支部長）、
「宇都宮東支部」（石川嘉徳支部長）
〈群馬県〉「新前橋あずま支部」（杉田安啓支部長）、「利

根保健生協スポーツ吹き矢健康クラブ白沢支部」（増
田智海支部長）

〈埼玉県〉「秩父支部」（八木昭支部長）
〈千葉県〉「流山市フジタカ支部」（西川敏幸支部長）、
「野田支部」（肘井博志支部長）
〈東京都〉「稲城吹矢の会 向陽台支部」（竹原博幸支

部長）、「吹矢同好会 町田金森支部」（池田賢一支部長）
〈神奈川県〉「吹き矢の会 加賀原支部」（古川秀比古

支部長）、「善行大越スポーツクラブ支部」（安西順子
支部長）

〈長野県〉「大豆島上区はつらつ倶楽部 スポーツ吹き
矢の会支部」（吉田徳治支部長）

〈富山県〉「富山二俣新町支部」（太田黒代里子支部長）
〈鹿児島県〉「鹿屋中央 西原支部」（上甫木みえ子支

部長）

地域支部３０9支部に到達地域支部３０9支部に到達
会員数５５００人超える !!会員数５５００人超える !!

　振興協会の全国地域支部は前号から１４支部も増え、昨年の目標の３００支部を一気に超えて３０９支
部となりました。一方、会員様数もどんどん増えて１２月末で５５３４人。会員様数１００００人以上、
５００支部以上へ向けてどんどん加速を続けています。昨年１１月からの新規支部は以下の通りです。

東京都は２７支部、神奈川県は３７支部全国トップ！！
千葉県は３０支部に到達。群馬県は２８支部、栃木県は７支部、長野県は２５支部

富山県は３支部、鹿児島県は４支部へ

　「稲城吹き矢の会向陽台支部」は設立２０年の伝統支部。三段の竹原支部長は「全国一斉記録
会で現状を把握したい」。「吹矢同好会町田金森支部」の池田支部長は五段の高段者、公認指導員。
　「吹き矢の会加賀原支部」も 2017 年からの歴史ある支部。古川支部長は三段。「善行大越スポー
ツクラブ支部」の安西支部長は四段の公認指導員で「HAPPY ブローガン支部」の支部長も兼務。
身障者に寄り添う安西支部長のスローガンは「まだチャレンジできる！」。
　「流山市フジタカ支部」は師範、准師範３人が指導する８４人の振興協会最大の地域支部。「野
田支部」の肘井支部長は実績ある五段の上級公認指導員。
　「秩父支部」の八木支部長は「新たな気持ちで吹矢の交流を推し進めたい」。
　「さくら喜連川城支部」の市村支部長は四段の公認指導員で「宇都宮西原支部」の支部長も兼
ねる。「宇都宮東支部」の石川支部長は五段の上級公認指導員で「地域の皆さんにスポーツ吹矢
の楽しさ伝えたい」。
　「新前橋あずま支部」の杉田支部長（公認指導員）は群馬県身体障害者福祉団体連合会会長。「利
根保健生協スポーツ吹き矢健康クラブ白沢支部」（増田智海支部長）は群馬県内で３万人の会員
を誇る「利根保健生活協同組合」の１１番目の支部。
　「大豆島上区はつらつ倶楽部スポーツ吹き矢の会支部」の吉田支部長（三段）は長野市の７つ
の「はつらつ倶楽部」で健康体操を指導。

「富山二俣新町支部」の太田黒支部長は四段の公認指導員。「共通の趣味を持つ仲間と交流したい」。
「鹿屋中央西原支部」は「鹿屋中央支部」から独立。五段、公認指導員の上甫木支部長は「全国

一斉記録会」で上位の実績も。

一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会
青柳芳英代表理事

　
「
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協
会
」
の
地
域
支
部
数
が
つ
い
に
３
０
０
支
部
を
超

の
地
域
支
部
数
が
つ
い
に
３
０
０
支
部
を
超

え
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
復
活
の
勢
い
は
年
ご
と
に
加
速
し
て
い
て
次
の
節
目
の
会
員
数

え
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
復
活
の
勢
い
は
年
ご
と
に
加
速
し
て
い
て
次
の
節
目
の
会
員
数

１
０
０
０
０
人
、
地
域
支
部
数
５
０
０
支
部
も
早
々
に
実
現
で
き
そ
う
で
す
。
会
員
の
皆
様
の

１
０
０
０
０
人
、
地
域
支
部
数
５
０
０
支
部
も
早
々
に
実
現
で
き
そ
う
で
す
。
会
員
の
皆
様
の

士
気
も

士
気
も
高
く
冬
の
「
全
国
一
斉
記
録
会
」
に
は
全
国
の
練
習
場
か
ら
こ
れ
ま
で
最
高
の
１
３
０
２

人
（
１
５
３
支
部
）
が
挑
戦
、
１
月
８
日
の
「
２
０
２
５
新
春
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
に

も
前
回
を
上
回
る
70
人
が
新
春
初
の
栄
誉
と
副
賞
の
A
５
ラ
ン
ク
和
牛
肉
獲
得
め
ざ
し
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
勢
い
を
受
け
振
興
協
会
は
上
級
公
認
指
導
員
と
公
認
指
導
員
の
資

格
維
持
費
を
今
年
度
か
ら
さ
ら
に
２
年
間
延
長
し
て
２
０
２
６
年
度
ま
で
と
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。「
費
用
の
垣
根
を
極
力
低
く
す
る
」
の
は
会
員
の
皆
様
へ
の
お
約
束
で
あ
り
国
民
的
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
必
須
条
件
だ
か
ら
で
す
。
振
興
協
会
は
２
０
２
５
年
も
会
員
の
皆
様
と
二
人
三
脚

で
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
「
も
っ
と
楽
し
く
！
も
っ
と
自
由
に
！
」
す
る
努
力
を
続
け
ま
す
。

も
っ
と
楽
し
く
！
も
っ
と
自
由
に
！
」
す
る
努
力
を
続
け
ま
す
。

矢
普
及
の
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協

会
」
は
指
導
者
の
最
高
位
と
な
る
「
師
範
」

に
埼
玉
県
の
下
野
和
朗
七
段
（
上
級
公
認
指

導
員
）
と
千
葉
県
の
西
川
敏
幸
六
段
（
上
級

公
認
指
導
員
）
の
お
二
人
を
新
た
に
元
旦
付

で
認
定
し
た
。

　

下
野
七
段
は
振
興
協
会
最
高
段
位
の
た
だ

お
一
人
の
七
段
。
本
部
主
催
の
指
導
員
試
験

の
試
験
官
を
務
め
た
り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

に
出
演
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
普
及
に
貢

献
。「
フ
リ
ー
ダ
ム
川
口
支
部
」
支
部
長
。

　

西
川
六
段
は
「
流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
」

支
部
長
。
２
０
１
２
年
創
立
の
同
支
部
を
准

師
範
３
人
、
総
勢
84
人
の
支
部
に
育
て
上
げ

る
な
ど
カ
リ
ス
マ
的
な
手
腕
で
ス
ポ
ー
ツ
吹冬

の「
全
国
一
斉
記
録
会
」最
高
の
１
５
３
支
部
１
３
０
２
人
が
競
う

10
ｍ
は
つ
い
に
２
１
０
点
満
点
優
勝
!!

新
師
範

新
師
範
に
埼
玉
県
の
下
野
和
朗
七
段
と

千
葉
県
の
西
川
敏
幸
六
段

早
春
号

早
春
号

上
級
・
公
認
指
導
員
の
資
格
維
持
費
無
料
２
年
間
延
長

２
年
間
延
長
!!!!

２
０
２
６
年
度
ま
で

２
０
２
６
年
度
ま
で

　
「
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協

会
」
は
上
級
公
認
指
導
員
と
公
認
指
導
員

の
「
資
格
維
持
費
」
を
２
０
２
３
年
度
か

ら
２
０
２
４
年
度
ま
で
無
料
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
更
に
２
年
間
延
長
し
て

２
０
２
６
年
度
ま
で
徴
収
し
な
い
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
今
回
の
措
置
は
「
費
用
の
垣

根
は
極
力
低
く
す
る
」
と
い
う
振
興
協
会
の

会
員
の
皆
様
に
対
す
る
約
束
に
基
づ
い
て
決

西川敏幸六段
（上級公認指導員）

小髙哲夫六段
（上級公認指導員）

勢頭詩子六段
（公認指導員）

定
し
ま
し
た
。

「
上
級
・
公
認
指
導
員
の
ご
苦
労
に
報
い
た

い
!!
」
青
柳
代
表
理
事

  

青
柳
芳
英
代
表
理
事
は
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

普
及
の
先
頭
に
立
つ
指
導
員
の
皆
様
の
日
ご

ろ
の
ご
苦
労
に
も
報
い
る
た
め
」
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

新師範新准師範

下野和朗七段
（上級公認指導員）

林誠六段
（上級公認指導員）

黒川秀夫六段
（上級公認指導員）

柏尾由明六段
（上級公認指導員）

振興協会の青柳芳英代表理事と新師
範お二人の対談は６面

こ
れ
で
振
興
協
会
の
師
範
は
３
人

准
師
範
は
14
人
に
な
り
ま
す

新
准
師
範

新
准
師
範
に
埼
玉
県
の
勢
頭
詩
子
六

段
、
千
葉
県
の
小
髙
哲
夫
、
林
誠

柏
尾
由
明
、
黒
川
秀
夫
各
六
段

　

ま
た
振
興
協
会
は
埼
玉
県
の
勢
頭
詩
子

六
段
（
公
認
指
導
員
）「
戸
田
さ
く
ら
草
支

部
」
支
部
長
と
千
葉
県
の
小
髙
哲
夫
六
段

（
上
級
公
認
指
導
員
）（「
市
川
吹
矢
会
」
代

表
）、「
流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
」
の
林
誠

六
段
（
上
級
公
認
指
導
員
）、
柏
尾
由
明
六

段
（
上
級
公
認
指
導
員
）、
黒
川
秀
夫
六
段

（
上
級
公
認
指
導
員
）
の
５
人
を
元
旦
付
で

准
師
範
に
認
定
し
ま
し
た
。

4・5 面に掲載
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２
０
２
５
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
「
２
０
２
５
新
春 

８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」（「
一
般
社
団
法

人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協
会
」
主
催
）
が
１
月
８
日
、
東
京
都
千
代
田
区
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、
茨
城
、
栃
木
、
山
形
の
7
都
県
か
ら
前
回
大
会
を

上
回
る
70
人
の
男
女
ア
ス
リ
ー
ト
が
「
よ
り
内
側
へ
」「
よ
り
中
心
へ
」
と
集
中
力
を
高
め
的
に
向
か
い

ま
し
た
。
高
得
点
続
出
で
盛
り
上
が
る
会
場
か
ら
は
「
面
白
い
」「
楽
し
い
」
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
「
８
点
的
」
に

あ
や
か
っ
て
全
員
８
ｍ
の

男
女
混
合
で
６
Ｒ
の
得
点

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

８
点
的
は
①
よ
り
中

心
、
よ
り
内
側
を
目
指
す

よ
う
に
な
り
腕
前
が
上
が

る
②
点
数
に
差
が
つ
き
や
す
く
な
る
③
点
数
計
算
は

頭
の
体
操
に
な
る
、
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

優
勝
し
た
の
は
東
京
都
の
石
橋
満
五
段
「
東
京
月

島
支
部
」。
２
２
５
点
（
満
点
２
４
０
点
）
で
男
女
の

強
豪
を
制
し
ま
し
た
。
石
橋
五
段
は
一
昨
年
の
「
青

柳
清
杯 

第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」（
振
興
協
会
主

催
）
10
ｍ
女
子
優
勝
、
昨
年
の
「
青
柳
清
杯 

第
２
回

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
10
ｍ
女
子
で
も
準
優
勝
す
る

な
ど「
な
で
し
こ
列
伝
」に
名
を
連
ね
る
実
力
者
で
す
。

　

準
優
勝
は
前
回
優
勝
者
の
茨
城
県
の
鶴
田
善
明
五

段
（「
水
戸
葵
支
部
」
支
部
長
）。
得
点
は
２
２
２
点

で
し
た
。
鶴
田
五
段
も
「
青
柳
清
杯 

第
１
回
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
大
会
」（
振
興
協
会
主
催
）10
ｍ
男
子
優
勝
、「
第

１
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
茨
城
県
大
会
」（
振
興
協
会
主
催
）

10
ｍ
男
子
優
勝
、「
全
国
一
斉
記
録
会
」
セ
カ
ン
ド
シ
ー

ズ
ン
秋
の
大
会
10
ｍ
で
全
国
の
頂
点
に
立
っ
た
振
興

協
会
を
代
表
す
る
実
力
者
の
お
一
人
で
す
。
鶴
田
五

段
は
「
サ
ム
ラ
イ
列
伝
」
に
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

第
３
位
は
千
葉
県
の
檜
山
義
春
六
段
。
準
優
勝
と

１
点
差
の
２
２
１
点
で
し
た
。
檜
山
六
段
は
昨
年
春

の
「
第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
オ
ー
プ
ン
大
会
」（
振
興

協
会
主
催
）
で
優
勝
し
た
こ
ち
ら
も
実
力
者
で
す
。

28
人
が
２
０
０
点
以
上
の
高
得
点

５
人
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
記
録

　

今
回
の
大
会
で
は
28
人
が
２
０
０
点
以
上
の
高
得

点
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
前
回
ゼ
ロ
だ
っ
た
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
も
５
人
が
達
成
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

振
興
協
会
の
メ
ン
バ
ー
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明

し
ま
し
た
。

青
柳
芳
英
代
表
理
事
が
「
団
体
戦
」
に
参
戦

　

本
競
技
終
了
後
に
は
ゲ
ー
ム
競
技
の
「
団
体
戦
」

と
「
１
本
勝
負
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
の
レ
ー
ン
ご
と
に
チ
ー
ム
を
組
む
団
体
戦
に

は
、
振
興
協
会
の
青
柳
芳
英
代
表
理
事
も
参
加
し
ま

し
た
。
１
～
３
位
に
は
「
栃
木
県
若
山
商
店
す
い
ー

と
ぽ
て
と
紫
い
も
セ
ッ
ト
」、
４
～
５
位
「
栃
木
県
若

山
商
店
す
い
ー
と
ぽ
て
と
り
ん
ご
セ
ッ
ト
」
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
１
本
勝
負
」
は
的
の
７
・
８
点
の
的
中
者
に

「
い
ぶ
り
が
っ
こ 

お
か
き
」「
富
山 

し
ろ
え
び
あ
ら
れ
」

が
贈
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
優
勝
」「
準
優
勝
」「
第
３
位
」
に
は

「
優
勝
」「
準
優
勝
」「
第
３
位
」
に
は

Ａ
５
ラ
ン
ク
の
宮
崎
牛
、
仙
台
牛
の
ス
テ
ー
キ
肉
・

Ａ
５
ラ
ン
ク
の
宮
崎
牛
、
仙
台
牛
の
ス
テ
ー
キ
肉
・

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
肉

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
肉

４
～
10
位
に
は
日
本
酒
や
地
方
銘
菓
も

　

大
会
の
表
彰
は
「
優
勝
」
に
は
Ａ
５
ラ
ン
ク
宮
崎

牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
肉
１
㌔
、「
準
優
勝
」
に

は
Ａ
５
ラ
ン
ク
仙
台
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
肉

５
４
０
㌘
、「
第
三
位
」
に
は
Ａ
５
ラ
ン
ク
仙
台
牛
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
肉
５
０
０
㌘
の
豪
華
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
４
位
か
ら
10
位
ま
で
の
入
賞
者
に
は
日
本
酒

や
地
方
の
銘
菓
、「
飛
び
賞
」
に
も
期
間
限
定
の
お
菓

子
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
、
豪
華
な
副
賞
に
会
場
か
ら

は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

Ａ
５
ラ
ン
ク
の
宮
崎
牛
・
仙
台
牛
は

青
柳
代
表
理
事
の
取
引
先
が
提
供

　

Ａ
５
ラ
ン
ク
の
宮
崎
牛
・
仙
台
牛
は
振
興
協
会
の

青
柳
芳
英
代
表
理
事
が
取
引
先
に
頼
ん
で
ご
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
柳
代
表
理
事
は
「
新
年
の
門
出
の
大
会
で
あ
る

８
点
的
大
会
に
は
特
別
な
副
賞
を
用
意
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
完
全
復
活
は
会

員
の
皆
様
の
お
か
げ
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

「より内側へ」「より中心へ」ス ポーツ吹矢の新しい魅力楽しむ!!「より内側へ」「より中心へ」ス ポーツ吹矢の新しい魅力楽しむ!!

７
都
県
か
ら
70
人
が「
面
白
い
！
」「
楽
し
い
！
」

田口貴事務局長の田口貴事務局長の
ブログからブログから

２８位までが２００点超えのハイレベルな戦い２８位までが２００点超えのハイレベルな戦い
５人が４０点満点を達成！！５人が４０点満点を達成！！
　本日、１月８日、東京都千
代田区立スポーツセンターで
新年のご挨拶＆第２回新春８
点的スポーツ吹矢大会が開
催されました。新春の早い時
期の開催にもかかわらず参加
者は７０人も。
　競技は参加者全員が８ｍ×
６R、そしてタイトルの通り的
は８点的紙です。
　８ｍとはいえ大会結果は驚くものとなりました。なんと２８位ま
でが２００点を超え、４０点のラウンドパーフェクト達成者が５人
も。優勝者は２２５点の女性でした。
　２００点をとって２８位とは・・・
　ちなみに上記＝写真＝が優勝者の東京都の石橋満五段のスコア
です。
　７・８点を外したのは唯一第１R の１本のみ。他はすべて７・８点、
しかも８点の方が当然多い。素晴らしいスコアでの優勝おめでと
うございます。

　優勝は A ５ランクの宮崎牛  １０位までに各地の名産品

　今回は優勝賞品が A ５ランクの宮崎牛、１０位までの方の賞品
が各地の名産品。新春大会ならではです。
　ずいぶん気が早いですが来年の新春大会もたくさんの参加お待
ちしています。

（１月８日）

石
橋
満
五
段「
東
京
月
島
支
部
」が
男
女
の
強
豪
制
し
２
２
５
点
で
優
勝
!!

【２】一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



入 賞 者 コ メ ン ト入 賞 者 コ メ ン ト

名前 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計

優勝（中央） 石橋 満 五段位 36 39 36 38 39 37 225
準優勝（左） 鶴田 善明 五段位 36 38 34 38 37 39 222
第３位（右） 檜山 義春 六段位 37 37 35 38 36 38 221

檜山 義春六段・上級公認指導員檜山 義春六段・上級公認指導員
（千葉県）（千葉県）

「８ｍに戸惑いも「８ｍに戸惑いも
嬉しいやら驚くやら」嬉しいやら驚くやら」

　いつもの１０ｍから久しぶりの 8m
に戸惑いました。練習では 8 点に入っ
ていた矢が大会の緊張感から中々 8 点
に入らず思う様に点数が伸びず入賞は
諦めていました。
　が、3 位と告げられ、嬉しいやら、
驚くやらで、夢かと思い頬っぺたをつ
ねりました。

鶴田 善明五段・公認指導員鶴田 善明五段・公認指導員
水戸葵支部（茨城県）水戸葵支部（茨城県）

「気持ちを一つにした「気持ちを一つにした
　　　　　楽しい大会」　　　　　楽しい大会」
　準優勝出来た事は大変うれしく思い
ます。各列ごとの採点方式は審判の良
い経験になりました。
　最後のミニゲームもチームワークの
楽しさが実感できました。
　より一層気持ちを一つにした楽しい
大会でした。

石橋 満五段石橋 満五段
東京月島支部（東京都）東京月島支部（東京都）

「『あたる矢を吹く』目標に「『あたる矢を吹く』目標に
　　　　　長く続けたい」　　　　　長く続けたい」
　おめでたい初春の主催大会で優勝で
きて夢のようです。楽しい大会を企画
運営してくださってありがとうござい
ました。おかげさまで最後まで気持ち
よく吹くことができました。みなさま
からの温かいお言葉にも心から感謝し
ています。
　今後も「あたる矢を吹く」を目標に、
長く続けていきたいです。

「より内側へ」「より中心へ」ス ポーツ吹矢の新しい魅力楽しむ!!「より内側へ」「より中心へ」ス ポーツ吹矢の新しい魅力楽しむ!!
２０２５年第２回新春２０２５年第２回新春「８点的」「８点的」スポーツ吹矢大会スポーツ吹矢大会

高
守 

竹
次 

五
段 〈
千
葉
県
〉

（
流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
）

山
本 

栄
一 

六
段 〈
茨
城
県
〉

（
取
手
か
わ
せ
み
支
部
）

安
西 

順
子 

四
段
〈
神
奈
川
県
〉

（
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ブ
ロ
ー
ガ
ン
支
部

　
　
　

善
行
大
越
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
部
）

２０２５年は「成長」と「発展」を象徴する「巳年」!!

２０２５年は「成長」と「発展」を象徴する「巳年」!!

そこで会場の「年男」「年女」に今年の抱負をうかがいました。

そこで会場の「年男」「年女」に今年の抱負をうかがいました。

鈴
木 

紘
一 

マ
ス
タ
ー
ズ
六
段 〈
東
京
都
〉

（
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
巣
鴨
朝
日
会
支
部
）

身
体
の
不
自
由
な
方
や
障
が
い
の

身
体
の
不
自
由
な
方
や
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
普
及
に
努
め
ま
す

あ
る
方
へ
の
普
及
に
努
め
ま
す
!!!!

４
回
目
の
年
男
で
す
（
笑
）。「
米
寿
」

４
回
目
の
年
男
で
す
（
笑
）。「
米
寿
」

を
迎
え
て
も
楽
し
く
吹
矢
を
続
け
ま

を
迎
え
て
も
楽
し
く
吹
矢
を
続
け
ま

大
会
で
祝
わ
れ
る
な
ん
て
初
め
て

大
会
で
祝
わ
れ
る
な
ん
て
初
め
て

の
経
験
。
今
年
は
頑
張
り
ま
す

の
経
験
。
今
年
は
頑
張
り
ま
す

下
野 

敦
子 

四
段 〈
埼
玉
県
〉

（
フ
リ
ー
ダ
ム
川
口
支
部
）

今
後
は
健
康
維
持
の
た
め
に
吹
矢

今
後
は
健
康
維
持
の
た
め
に
吹
矢

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す  

優　勝 第３位準優勝

８点的大会で協賛いただいた８点的大会で協賛いただいた A5ランク宮崎牛・仙台牛をA5ランク宮崎牛・仙台牛を
会員特別価格でご提供会員特別価格でご提供しますします

最高品質

A5
最高品質

A5
最高品質

A5

20%
off

22,40022,400円円
28,00028,000 円円

宮崎牛宮崎牛宮崎牛
１㎏サーロイン

ステーキ

商品のご案内

㈱ヒュッゲより代金引換の宅配便でお届けします

仙台牛仙台牛仙台牛
サーロイン
ステーキ 540540gg

仙台牛仙台牛仙台牛
しゃぶしゃぶ用 500500gg

Big Success
〒 103-0006  東京都中央区日本橋富沢町 7-9 京桜興産ビル 2F

TEL.03-3527-2104
FAX.03-3527-2105

株式会社ダイセイコー

お申し込み・お問い合わせ

ご注文は下記ビックサクセスまで

10%
off

14,67014,670円円
16,30016,300 円円

20%
off

10,40010,400円円
13,00013,000 円円

大
き
な
大
会
で
緊
張
し
な
い
よ
う

大
き
な
大
会
で
緊
張
し
な
い
よ
う

精
神
を
鍛
え
ま
す

精
神
を
鍛
え
ま
す

【３】 一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



同 好 会 も 練 習 場 か ら 参 加

冬の記録会 各クラス優勝者

　

冬
の
「
全
国
一
斉
記
録
会
」（
12
月
１
日
〜
14
日
）

に
は
全
国
か
ら
１
５
３
支
部
、
１
３
０
２
人
の
吹

矢
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
支
部
、

参
加
者
と
も
こ
れ
ま
で
の
最
高
数
、
４
つ
の
同
好

会
も
普
段
の
練
習
場
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
競
技

は
10
ｍ
（
三
段
以
上
）・
８
ｍ
（
初
段
～
二
段
）・
６

ｍ
（
無
級
含
む
１
級
以
下
）、
そ
し
て
８
ｍ
の
マ
ス

タ
ー
ズ
（
段
位
級
位
問
わ
ず
75
歳
以
上
）
の
４
部

門
。
全
部
門
男
女
混
合
で
６
Ｒ
合
計
点
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

10
ｍ
は
茨
城
県
の
佐
藤
義
明
五
段
「
水
戸
葵

支
部
」
が
つ
い
に
６
Ｒ
オ
ー
ル
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
の

２
１
０
点
満
点
を
達
成
、
全
国
の
頂
点
に
立
ち
ま

し
た
。
佐
藤
五
段
は
「
第
４
回
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
優
勝
、「
第
１
回
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
茨
城
県
大
会
」
３
位
、「
２
０
２
４
年
新
春
８

点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
準
優
勝
す
る
な
ど
振

興
協
会
を
代
表
す
る
実
力
者
の
お
一
人
で
す
。

茨
城
県
「
水
戸 

葵
支
部
」
が

上
位
３
位
ま
で
を
独
占

　

10
ｍ
を
２
０
８
点
で
準
優
勝
し
た
鶴
田
善
明
五

段
は
「
水
戸 

葵
支
部
」
の
支
部
長
、
２
０
６
点

で
３
位
の
佐
藤
芳
江
五
段
は
優
勝
し
た
佐
藤
五
段

の
奥
様
。
お
二
人
と
も
主
催
大
会
優
勝
歴
の
あ
る

強
豪
で
す
。

　

優
勝
経
験
の
あ
る
鹿
児
島
県
の
上
甫
木
勇
六

段
「
鹿
屋
中
央
支
部
」
も
２
０
６
点
で
し
た
が
規

定
に
よ
り
４
位
で
し
た
。

　

今
回
の
10
ｍ
上
位
は
「
水
戸 

葵
支
部
」
の
独

壇
場
と
な
り
ま
し
た
。

８
ｍ
も
茨
城
県
の

宇
佐
美
洋
子
二
段
が
優
勝

　

８
ｍ
も
優
勝
は
茨
城
県
の
宇
佐
美
洋
子
二
段

「
日
立
諏
訪
支
部
」、
点
数
は
２
０
２
点
で
し
た
。

　
「
心
技
練
磨
」
の
日
本
一
を
競
い
、
列
島
縦
断
の
交
流
を
楽
し
む
振
興
協
会
の
「
全
国

一
斉
記
録
会
」
は
セ
カ
ン
ド
シ
ー
ズ
ン
の
冬
の
記
録
会
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
数

の
１
５
３
支
部
、
１
３
０
２
人
の
吹
矢
ア
ス
リ
ー
ト
が
普
段
の
練
習
場
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
も
全
国
の
強
豪
が
集
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
激
戦
と
な
り
10
ｍ
の
優
勝
者
は
つ
い
に

２
１
０
点
満
点
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
回
の
記
録
会
に
は
４
つ
の
同
好
会
も
普
段
の
練
習

場
か
ら
参
加
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
に
向
け
て
力
強
く

歩
み
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。２

位
は
福
島
県
の
佐
藤
敏
二
段
「
き
た
か
た
山
都

支
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６
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。
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」
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賞
品
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ま
た
今
回
も
総
合
順
位
の
50
位
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と
に
「
飛
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賞
」
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す
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冬
の
「
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国
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会
」

冬
の
「
全
国
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会
」
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高
の
１
５
３
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部
１
３
０
２
人
が
集
う

最
高
の
１
５
３
支
部
１
３
０
２
人
が
集
う

※記載の段位・級位は記録会時点のものです。

10 ｍの部10 ｍの部

優勝優勝

マスターズマスターズの部の部

優勝優勝

8 ｍの部8 ｍの部

優勝優勝

6 ｍの部6 ｍの部

優勝優勝 天谷 泰幸五段
土浦西支部（茨城県）

２連覇は驚き ! もっと精神力鍛えたい !!２連覇は驚き ! もっと精神力鍛えたい !!
　２連覇の連絡があり驚きました。前回の点数に満足せず　２連覇の連絡があり驚きました。前回の点数に満足せず
練習を重ねてきました。今回は、もっと良い点数が取れる練習を重ねてきました。今回は、もっと良い点数が取れる
ように頑張ったのですが、同じ点数だったので優勝するとように頑張ったのですが、同じ点数だったので優勝すると
は思いませんでした。とても嬉しかったです。今後はもっは思いませんでした。とても嬉しかったです。今後はもっ
と精神力をつけていきたいです。と精神力をつけていきたいです。

小島 康さん
ぎふ・さかほぎ支部（岐阜県）
ハンデ克服してのベストスコア「優勝最高！」ですハンデ克服してのベストスコア「優勝最高！」です
　私は右足に少し不自由があり不安を抱えながら支部に入　私は右足に少し不自由があり不安を抱えながら支部に入
りました。今回練習でも出したことのない２００点超えのりました。今回練習でも出したことのない２００点超えの
ベストスコアで優勝出来ました。これも色々とご指導頂いベストスコアで優勝出来ました。これも色々とご指導頂い
た支部長さんはじめ支部の皆さんのおかげだと感謝してた支部長さんはじめ支部の皆さんのおかげだと感謝して
おります。今後も楽しみながら更なる向上を目指します。おります。今後も楽しみながら更なる向上を目指します。

宇佐美 洋子二段
日立諏訪支部（茨城県）
２００点超えの初優勝に胸一杯です !２００点超えの初優勝に胸一杯です !
　「全国一斉記録会」に何回か参加し、今までは私自身 15　「全国一斉記録会」に何回か参加し、今までは私自身 15
位が最高の成績でした。今回、思いも寄らず２００超えで位が最高の成績でした。今回、思いも寄らず２００超えで
優勝ができ、驚きと嬉しさで胸がいっぱいになりました。優勝ができ、驚きと嬉しさで胸がいっぱいになりました。
これからもスポーツ吹矢を生涯スポーツとして練習を続けこれからもスポーツ吹矢を生涯スポーツとして練習を続け
楽しんでいきたいと思っています。楽しんでいきたいと思っています。

佐藤 義明五段・ 公認指導員佐藤 義明五段・ 公認指導員
水戸 葵支部（茨城県）水戸 葵支部（茨城県）

「普段の練習から高得点を出す」目標が２１０点満点につながる「普段の練習から高得点を出す」目標が２１０点満点につながる
　「普段の練習から高得点を出す」を一つの目標にして取り　「普段の練習から高得点を出す」を一つの目標にして取り
組んでいます。組んでいます。
　今回本番で２１０点満点を出す事ができ大変嬉しく思っ　今回本番で２１０点満点を出す事ができ大変嬉しく思っ
ています。「健康増進」の為にも、これからも集中力を維持ています。「健康増進」の為にも、これからも集中力を維持
し楽しく吹矢に向き合って行こうと思います。し楽しく吹矢に向き合って行こうと思います。

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 茨城県 佐藤 義明 水戸 葵 35 35 35 35 35 35 210
２ 茨城県 鶴田 善明 水戸 葵 35 33 35 35 35 35 208
3 茨城県 佐藤 芳江 水戸 葵 33 35 35 33 35 35 206
4 鹿児島県 上甫木 勇 鹿屋中央 35 35 33 35 33 35 206
5 神奈川県 髙橋 陽子 新鶴見 33 35 35 33 33 35 204
6 茨城県 薄井 喜一 水戸 葵 35 31 35 35 31 35 202
7 東京都 山﨑 英昭 東京月島 35 35 31 33 35 33 202
8 神奈川県 井口 友好 新鶴見 33 33 35 33 31 35 200
9 山形県 紺野 徹 チームしらたかプラス 31 33 33 31 35 35 198

10 茨城県 藤田 富代 潮来 31 31 35 33 33 35 198
11 茨城県 石塚 博 土浦西 31 33 33 33 33 35 198
12 神奈川県 渡辺 孝 六浦悠々会 31 33 31 35 31 35 196
13 千葉県 広渡 栄一 東習吹矢会 33 29 35 35 31 33 196
14 神奈川県 古川 秀比古 吹矢の会 加賀原 33 31 33 35 31 33 196
15 佐賀県 村上 久人 唐津 31 33 33 35 33 31 196
16 千葉県 中谷 絢子 成田ブローガンクラブ 33 33 33 33 35 29 196
17 茨城県 星野 豊子 かみなり結城 33 29 35 35 33 29 194
18 長野県 北澤 紀子 信州ききょう 31 31 31 33 33 35 194
19 山梨県 萩原 弘 甲府ひまわり 31 33 35 31 31 33 194
20 茨城県 沼尻 隆男 つくばブルースカイ 35 31 33 33 29 33 194
21 東京都 山本 光男 荒川スポーツ吹矢 31 35 31 33 33 31 194
22 茨城県 山本 栄一 取手かわせみ 35 33 33 33 31 29 194
23 長野県 平川 三知子 信州ききょう 31 31 33 33 33 33 194
24 茨城県 佐藤 義徳 古河せせらぎ 31 33 31 35 29 33 192
25 東京都 石橋 満 東京月島 31 33 31 35 31 31 192

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 栃木県 湯澤 正樹 矢板ながみね 31 31 33 31 33 33 192
27 埼玉県 間々田 耕造 南彩白岡支部 33 31 31 33 33 31 192
28 千葉県 高中 弘美 おおたかスポーツコミュニティ流山 27 35 29 31 33 35 190
29 東京都 竹原 博幸 稲城吹矢の会 向陽台 27 31 35 33 29 35 190
30 東京都 土屋 敏雄 板橋区中央 31 31 35 29 29 35 190
31 東京都 小澤 拓夢 板橋区中央 31 31 29 31 35 33 190
32 長野県 竹下 信悟 スポーツ吹矢ふじみ 31 35 31 29 31 33 190
33 京都府 北川 政延 高野吹矢クラブ / ピース京都 29 31 33 31 35 31 190
34 岐阜県 伊佐治 貞春 チーム瑞浪 33 29 31 31 33 33 190
35 神奈川県 髙梨 光正 新鶴見 35 27 35 31 33 27 188
36 長野県 小林 芳夫 スポーツ吹矢ふじみ 31 25 33 31 33 35 188
37 長野県 五味 信一 信州ききょう 29 31 29 33 31 35 188
38 茨城県 塩田 惠子 笠間中央 29 35 31 29 31 33 188
39 埼玉県 林 真 南彩白岡支部 33 35 29 31 31 29 188
40 茨城県 相原 光生 取手かわせみ 31 31 31 29 33 33 188
41 岐阜県 新谷 順一 ぎふ・さかほぎ 29 29 33 33 31 33 188
42 茨城県 折笠 信雄 水戸 葵 33 29 33 31 29 33 188
43 神奈川県 相原 祐美子 平台スポーツ吹矢クラブ 33 33 29 31 31 31 188
44 群馬県 杉田 安啓 ふれあい群馬 31 33 33 31 31 29 188
45 新潟県 近藤 幸敏 柳都にいがた 31 31 25 31 33 35 186
46 千葉県 小野 憲仁 おおたかスポーツコミュニティ流山 29 35 31 31 29 31 186
47 千葉県 広渡 康代 東習吹矢会 31 31 33 29 31 31 186
48 栃木県 相馬 宗司 矢板ながみね 33 33 27 31 33 29 186
49 長野県 行田 まゆみ スポーツ吹矢ふじみ 35 27 27 29 31 35 184
50 鹿児島県 中野 裕子 鹿屋中央 35 33 29 27 27 33 184
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列 島 縦 断 の 大 交 流 戦 同 好 会 も 練 習 場 か ら 参 加

2025　春の「全国一斉記録会」（告知）
実施期間 2025 年 3 月 1 日～ 3 月 14 日内の各支部、個人の練習日

報告期間 実施日～ 2025 年 3 月 31 日まで

集計結果 2025 年 4 月内に集計の上、全成績、順位を５月にＨＰ上にて公開 得点集計・入力担当

齊川知里※結果報告書は、振興協会 HP よりダウンロード、またはご連絡いただければお送りします。

春の記録会が始まります !!
春の記録会が始まります !!

たくさんのご参加
たくさんのご参加

お待ちしています！
お待ちしています！

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 茨城県 天谷 泰幸 土浦西 33 35 33 33 35 35 204
2 香川県 浜家 英男 香川県丸亀京極 31 33 33 35 35 35 202
3 岐阜県 松岡 利治 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 35 35 33 31 33 35 202
4 茨城県 永盛 惠 水戸双葉台 35 31 35 35 33 33 202
5 千葉県 加藤 勇助 八街スポーツ吹矢・大東 31 35 33 33 33 35 200
6 岐阜県 遠藤 政司 チーム瑞浪 33 35 31 33 33 35 200
7 福島県 山崎 彰彦 須賀川大東支部 兼 須賀川宮の杜支部 35 35 33 33 31 33 200
8 岐阜県 今井 孜朗 チーム小田 35 35 33 35 33 27 198
9 茨城県 馬場 義人 阿見本郷 33 31 33 31 35 35 198

10 茨城県 百々塚 光征 日立諏訪 35 35 31 33 33 31 198
11 東京都 岡田 正規 尾久スポーツ吹矢みんなの会 33 35 35 33 33 29 198
12 熊本県 合志 明公 熊本合志 33 33 31 35 33 33 198
13 東京都 坂本 恵雄 北区中央クラブ 33 33 31 35 33 33 198
14 群馬県 石井 靖夫 群馬大泉住吉元気会 35 33 33 33 33 31 198
15 茨城県 大宮 昭夫 笠間中央 29 31 35 35 31 35 196
16 東京都 八木沢 完治 荒川スポーツ吹矢 35 35 29 31 31 35 196
17 宮城県 小笠原 透 宮城名取が丘カーナ 33 33 27 33 35 35 196
18 鹿児島県 上甫木 みえ子 鹿屋中央 33 35 31 33 29 35 196
19 福島県 山崎 浩子 須賀川大東 29 33 35 35 31 33 196
20 福島県 伊勢 久美子 須賀川大東 33 35 35 29 31 33 196
21 長野県 宮坂 護 信州ききょう 31 33 31 33 33 35 196
22 埼玉県 小用 五郎 スポーツ吹矢 八潮花桃 33 33 31 31 35 33 196
23 東京都 小池 達哉 文京音羽 35 31 31 33 33 33 196
24 千葉県 松本 守一 成田ブローガンクラブ 35 31 33 31 33 33 196
25 兵庫県 春木 正己 おのころ健康吹き矢 31 31 35 31 35 31 194

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 岐阜県 小島 康 ぎふ・さかほぎ 33 33 33 33 35 35 202
2 熊本県 坂本 勇次 熊本合志 33 33 35 33 33 35 202
3 神奈川県 猿田 節子 横浜アローズ 原宿クラブ 33 35 33 33 35 33 202
4 岐阜県 岩永 浩介 可児陽だまり 35 35 33 33 33 33 202
5 茨城県 馬場 裕子 土浦西 29 33 35 33 35 35 200
6 兵庫県 宇城 恵一 すもとアイアイ 35 31 33 31 35 35 200
7 東京都 設永 健吉 北区中央クラブ 33 35 35 33 29 35 200
8 岐阜県 片桐 眞知子 可児下恵土サタデーズ 35 35 31 35 31 33 200
9 栃木県 村上 麻衣 矢板中る 35 33 33 33 35 31 200

10 茨城県 諏佐 務 土浦西 33 33 33 33 33 35 200
11 茨城県 穂坂 和裕 土浦西 33 31 31 33 35 35 198
12 神奈川県 伊藤 康弘 ピュレ並木 35 33 31 33 35 31 198
13 埼玉県 篠崎 信子 スポーツ吹矢 八潮花桃 29 33 35 31 35 33 196
14 福島県 吉田 秀男 なこそ吹風 33 35 29 35 31 33 196
15 岐阜県 吉本 利子 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 33 33 35 35 31 29 196
16 長野県 沢山 朱美 上田市かわせん吹矢の会 33 29 33 33 33 35 196
17 埼玉県 馬場 俊行 騎西スポーツ吹矢倶楽部 33 33 31 35 33 31 196
18 神奈川県 鈴木 一 金沢平潟 29 35 31 33 31 35 194
19 埼玉県 鈴木 正夫 騎西スポーツ吹矢倶楽部 35 31 29 33 31 35 194
20 千葉県 二藤部 貞之 市原アローズ 25 33 35 35 33 33 194
21 福島県 中島 共宣 きたかた山都 33 29 33 33 31 35 194
22 岐阜県 老田 弘子 ひだ高山 33 33 31 33 31 33 194
23 岐阜県 田中 隆三 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 33 35 29 27 35 33 192
24 岐阜県 生田 邦雄 ひだ高山 31 29 35 33 35 29 192
25 兵庫県 橋本 馨 すもとアイアイ 35 31 31 33 29 33 192

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 茨城県 鈴木 津紀子 取手かわせみ 31 31 35 35 31 31 194
27 茨城県 鶴田 雅也 土浦西 31 33 29 33 33 35 194
28 栃木県 市村 吉二 宇都宮西原 31 31 31 35 33 33 194
29 茨城県 髙橋 政男 取手かわせみ 33 31 35 33 29 33 194
30 栃木県 大武 光子 矢板中る 33 31 31 35 33 31 194
31 鹿児島県 上甫木 美智子 鹿屋中央 35 33 31 31 33 31 194
32 茨城県 白石 栄子 水戸双葉台 31 33 31 33 33 33 194
33 兵庫県 藤里 晃 おのころ健康吹き矢 33 33 33 33 31 31 194
34 熊本県 緒方 正利 熊本花園よかばい 31 31 31 31 33 35 192
35 茨城県 大竹 浩 取手かわせみ 31 33 31 31 31 35 192
36 茨城県 澤田 和之 日立諏訪 33 33 29 33 29 35 192
37 茨城県 髙梨 衛 つくばブルースカイ 29 35 31 33 31 33 192
38 山形県 西村 新一 チームしらたかプラス 33 35 29 33 29 33 192
39 神奈川県 風見 好之 横須賀ハマユウ 29 33 31 35 33 31 192
40 山梨県 髙野 晴弘 甲府ひまわり 33 33 29 35 31 31 192
41 茨城県 野澤 勝雄 阿見本郷 31 33 31 33 33 31 192
42 茨城県 菊池 悦夫 内原カタクリ 33 33 33 29 33 31 192
43 神奈川県 後藤 道子 平台スポーツ吹矢クラブ 33 33 31 33 31 31 192
44 東京都 加藤 充男 文京音羽 33 31 33 33 33 29 192
45 岐阜県 井上 更一 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 29 33 29 31 33 35 190
46 神奈川県 橋口 茂生 横須賀ハマユウ 33 27 31 31 35 33 190
47 茨城県 八巻 清春 取手かわせみ 31 31 35 33 29 31 190
48 兵庫県 堤 芙美子 宝塚中山中楽坊吹矢クラブ 29 29 33 33 33 33 190
49 兵庫県 岡本 芳男 宝塚中山中楽坊吹矢クラブ 33 29 31 33 31 33 190
50 千葉県 八木 忠司 市原やよい会 35 29 27 35 31 31 188

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 神奈川県 須藤 則男 イーグル会海老名 31 31 33 31 35 31 192
27 岐阜県 加藤 定男 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 31 33 31 31 35 31 192
28 岐阜県 滝 佳子 愛岐ケ丘笑顔支部 35 33 33 31 31 29 192
29 熊本県 佐美三 惠子 熊本花園よかばい 35 31 29 35 31 29 190
30 京都府 武藤 正文 高野吹矢クラブ 31 31 33 31 29 35 190
31 茨城県 木村 とし子 土浦西 33 29 33 27 35 33 190
32 東京都 木村 裕 梅田吹矢会 31 33 27 35 31 33 190
33 兵庫県 北田 周雪 播磨国明石 31 31 35 29 31 33 190
34 茨城県 佐藤 美津子 日立諏訪 31 35 29 33 29 33 190
35 兵庫県 岩本 英治 すもとアイアイ 29 35 31 31 33 31 190
36 岐阜県 久保田 洋子 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 29 33 31 33 35 29 190
37 京都府 北村 圭子 高野吹矢クラブ 33 31 33 35 29 29 190
38 福島県 五十嵐 文孝 きたかた山都 31 35 33 33 31 27 190
39 岐阜県 向坂 弥生 可児下恵土サタデーズ 33 31 31 29 33 33 190
40 埼玉県 島根 嘉津枝 ポコ・ア・ポコ・吹矢八條 33 33 33 29 29 33 190
41 群馬県 寺嶋 逸雄 中之条 KEYAKI 29 31 33 33 33 31 190
42 埼玉県 広瀬 裕子 大滝公民館スポーツ吹矢クラブ 33 33 31 33 31 29 190
43 神奈川県 兼﨑 ひろみ イーグル会海老名 31 29 33 31 29 35 188
44 香川県 國重 和人 香川県丸亀京極 31 35 29 29 33 31 188
45 鹿児島県 福永 一徳 鹿屋新生 35 31 31 33 31 27 188
46 埼玉県 山中 栄 騎西スポーツ吹矢倶楽部 31 33 29 31 31 33 188
47 岐阜県 竹内 よし子 愛岐ケ丘笑顔支部 29 33 29 33 33 31 188
48 神奈川県 鵜養 侑季子 東京月島 31 33 31 33 31 29 188
49 埼玉県 佐藤 忠子 ポコ・ア・ポコ・吹矢八條 31 33 35 26 27 35 187
50 岐阜県 後藤 直美 チーム土岐 31 29 31 31 35 29 186
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順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 茨城県 宇佐美 洋子 日立諏訪 35 33 33 33 35 33 202
2 福島県 佐藤 敏 きたかた山都 35 33 35 35 31 31 200
3 神奈川県 高梨 敬造 平台スポーツ吹矢クラブ 35 33 31 33 35 33 200
4 熊本県 北橋 昭雄 熊本合志 33 35 33 33 33 33 200
5 茨城県 天田 功 日立なごみ 31 31 33 35 33 35 198
6 茨城県 久保田 善二郎 霞ヶ浦山百合 31 33 35 33 35 31 198
7 神奈川県 隈元 正敏 ピュレ並木 33 33 35 33 31 33 198
8 茨城県 檜山 闊 古河せせらぎ 35 29 31 35 35 31 196
9 宮城県 郡司 貞雄 宮城名取が丘カーナ 35 35 31 31 35 29 196

10 茨城県 石井 直人 土浦西 29 33 31 35 33 35 196
11 茨城県 大野 光敏 古河せせらぎ 29 33 35 31 33 35 196
12 茨城県 塙 富治 霞ヶ浦山百合 31 35 31 35 33 31 196
13 岐阜県 髙見 登美子 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 33 33 31 31 35 33 196
14 岐阜県 石崎 栄子 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 35 31 33 33 33 31 196
15 神奈川県 重本 佳子 ピュレ並木 33 33 33 33 31 33 196
16 岐阜県 後鳥 勝則 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 35 29 35 31 33 31 194
17 長野県 大畑 好美 信州ききょう 31 33 31 31 33 35 194
18 神奈川県 重本 政幸 ピュレ並木 35 31 31 33 31 33 194
19 神奈川県 江口 早苗 平台スポーツ吹矢クラブ 33 35 33 29 33 31 194
20 茨城県 武内 すみ子 桜川スマイル 33 33 33 33 35 27 194
21 岐阜県 小木曽 博 チーム瑞浪 33 31 33 33 33 31 194
22 茨城県 石田 敏彦 霞ヶ浦山百合 33 33 29 27 35 35 192
23 東京都 松永 勉 錦鯉 33 31 31 35 27 35 192
24 東京都 渡辺 桂子 たのしい吹矢 31 27 33 33 33 35 192
25 茨城県 藤澤 アキ子 日立かねはた 29 35 31 33 31 33 192

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 岐阜県 多賀 俊勝 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 35 31 31 31 33 31 192
27 栃木県 大桶 冬樹 矢板ながみね 31 31 35 33 33 29 192
28 岐阜県 辻 真弓 可児サクラ 29 31 33 33 33 33 192
29 福島県 小滝 毅 きたかた山都 33 31 33 33 33 29 192
30 神奈川県 金子 友子 新鶴見 29 29 33 35 35 29 190
31 東京都 森川 千秋 北区中央クラブ 29 31 31 31 33 35 190
32 岐阜県 奥野 政興 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 29 31 33 31 31 35 190
33 神奈川県 伊藤 和夫 新鶴見 33 33 29 29 31 35 190
34 茨城県 藍 博子 牛久かっぱの里支部（三日月） 29 33 29 35 31 33 190
35 茨城県 黒田 治夫 霞ヶ浦山百合 31 33 33 27 35 31 190
36 埼玉県 杉田 義雄 騎西スポーツ吹矢倶楽部 33 35 29 29 33 31 190
37 長野県 中村 聡子 信州ききょう 33 27 33 33 31 33 190
38 東京都 伊藤 奈津恵 北区中央クラブ 29 33 31 33 31 33 190
39 岐阜県 髙島 豊彦 岐阜・西濃広域（ぎふ本巣北方同好会） 29 33 33 31 33 31 190
40 山形県 菊地 秀一 寒河江 31 33 33 29 33 31 190
41 神奈川県 小糠 よし子 はやぶさ相模原 31 29 27 35 33 33 188
42 岐阜県 上田 稔 チーム瑞浪 27 33 29 33 35 31 188
43 福島県 草野 一巳 いわき塩屋崎 27 33 35 29 33 31 188
44 愛知県 二村 彰彦 ほのくに豊橋 31 31 35 29 31 31 188
45 奈良県 榎 俊彦 奈良生駒 31 29 31 33 31 33 188
46 京都府 岡崎 勝弥 高野吹矢クラブ 31 31 33 33 31 29 188
47 京都府 西尾 英子 高野吹矢クラブ / ピース京都 33 31 31 33 31 29 188
48 山形県 山口 政人 チームしらたかプラス 33 33 29 33 31 29 188
49 山梨県 木村 利三郎 甲府ひまわり 33 33 31 23 31 35 186
50 長野県 金井 芳明 上田市かわせん吹矢の会 31 33 35 27 31 29 186
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だ
見
せ
る
だ
け
で
は
個
々
の
上
達
に
繋
が
ら
な

い
」と
限
界
も
知
り
ま
し
た
。
今
後
は「
上
達
編
」

や
「
指
導
者
向
け
動
画
」「
吹
矢
を
も
っ
と
楽
し

め
る
動
画
」
の
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

全
国
レ
ベ
ル
の
個
別
指
導
を
展
開
し
、
地
方
大

会
参
加
を
通
じ
て
全
国
交
流
を
図
り
た
い
で
す
。

青
柳
：
や
は
り
対
面
で
教
わ
る
の
が
ベ
ス
ト
で

す
。
ゴ
ル
フ
の
ス
イ
ン
グ
で
も
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ

ン
で
教
わ
ら
な
い
と
上
達
し
ま
せ
ん
か
ら
。

―
―
今
後
の
課
題
や
目
指
す
べ
き
方
向
は

下
野
：
公
認
指
導
員
の
中
に
は
適
正
で
な
い
指

導
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
定
期
的
な
研
修
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
へ
の

普
及
も
重
視
し
、
大
学
生
を
中
心
に
首
都
圏
で

学
生
選
手
権
を
開
催
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
女

性
指
導
員
の
お
力
を
お
借
り
し
て
主
婦
層
を
対

象
と
し
た
親
子
向
け
体
験
会
も
定
期
的
に
実
施

し
た
い
で
す
。
私
自
身
、
小
学
校
や
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
向
け
の
体
験
会
を
経
験
し
て
お
り
、
吹

矢
ド
ク
タ
ー
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

―
―
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
勝
鬨
」
を
実
現

す
る
た
め
に

下
野
：
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
の
さ
ら
な
る
活
性

化
の
た
め
に
以

下
の
３
点
を
提

案
し
ま
す
。

①
大
会
の
上
位

陣
の
得
点
能
力

向
上
。
現
在
、

各
県
大
会
で
は

参
加
者
が
限

定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
部
主
催

大
会
は
オ
ー
プ

―
―
師
範
認
定
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

下
野
和
朗
（
以
下
、
下
野
）：
協
会
の
前
身
で

あ
る
「
銀
座
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
倶
楽
部
」
の
立

ち
上
げ
の
時
か
ら
運
営
等
に
つ
い
て
准
師
範
の

立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
初
は
「
そ
ん
な
小
さ
い
団
体
に
入
っ
て

大
丈
夫
か
？
」
と
周
り
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
心
の
な
か
で
「
小
さ
い
か
ら
こ
そ
大
き

く
育
て
ら
れ
る
。
や
り
が
い
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
!!
」
と
心
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

思
い
は
今
も
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

で
は
会
員
数
も
５
５
０
０
人
を
超
え
、
数
の
力

は
や
は
り
凄
い
も
の
だ
と
、
改
め
て
感
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
「
師
範
」
と
し
て
外
に
も
っ
と
目
を
向

け
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
全
国
的
な
普
及
活
動
に

励
み
た
い
で
す
。

青
柳
芳
英
代
表
理
事
（
以
下
、
青
柳
）：
当
時

は
「
ゼ
ロ
か
ら
吹
矢
の
協
会
を
立
ち
上
げ
る
し

か
な
い
」
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
創
立
し
て
か
ら
も
様
々
な
苦
労
や
悩
み

が
あ
り
ま
し
た
。
下
野
師
範
に
は
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
、
こ
こ

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下
野
師
範
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
取
り
組
み
や
活
動
に
つ
い
て

全
国
レ
ベ
ル
の
個
別
指
導
を
し

た
い
（
下
野
師
範
）

下
野
：
昨
年
10
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
あ
さ
イ
チ
」

出
演
は
吹
矢
ド
ク
タ
ー
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
見

た
指
名
依
頼
で
し
た
が
、
そ
の
影
響
力
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
普
及
活
動
に
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
実
感
し
た
反
面
「
た

ン
に
し
て
全
員
参
加
に

す
べ
き
で
す
。

②
六
段
位
以
上
の
高
段
位
者
の
増
加
。
そ
の
た

め
に
は
受
験
期
間
の
短
縮
が
必
要
で
す
。
次
の

受
験
ま
で
の
期
間
が
長
す
ぎ
る
と
熱
意
が
冷
め

て
し
ま
い
ま
す
。
受
験
で
き
る
機
会
を
も
っ
と

多
く
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

③
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
定
期
的
な
「
吹
矢
教

室
」
の
開
催
。
ま
た
全
国
の
地
域
支
部
の
ご
協

力
を
得
て
底
辺
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
人
口
増
加

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

組
織
力
の
強
化
必
須
、
審
判
部

創
設
急
ぐ
（
青
柳
代
表
理
事
）

青
柳
：
受
験
期
間
の
短
縮
は
、
す
ぐ
に
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
中
に
は

競
技
志
向
の
あ
る
方
ば
か
り
で
な
く
純
粋
に
吹

矢
を
楽
し
み
た
い
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
下
野
師
範
も
含
め
、
各
地
に
い
る
競

技
志
向
の
強
い
方
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教

室
を
開
催
す
る
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　

振
興
協
会
の
課
題
と
し
て
は
会
員
数
・
支
部

数
の
増
加
に
対
応
し
て
組
織
力
の
強
化
が
必
須

で
す
。
ま
だ
ま
だ
会
員
の
皆

さ
ん
の
お
力
が
必
要
で
す
。

会
報
17
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
「
審
判
部
」
の
創

設
を
迅
速
に
行
い
ま
す
。

　

今
年
も
下
野
師
範
に
は

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

下
野
師
範
と
「
大
成
功
」
の

「
勝
鬨
」
を
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

い
で
す
。
ま
た
「
青
柳
清
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大

会
」
の
優
勝
者
を
輩
出
と
い
う
目
標
も
あ
り
ま

す
。

　

吹
矢
の
創
始
者
で
あ
る
青
柳
清
氏
の
理
念
を

受
け
継
い
で
い
る
振
興
協
会
は
必
ず
日
本
一
の

協
会
に
な
る
は
ず
で
す
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

も
っ
と
多
く
の
方
に
協
会
の
素
晴
ら
し
さ
や
良

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
普
及
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
大
会
」
流
山
市
で
開
催
し
た

い
（
田
口
事
務
局
長
）

田
口
貴
事
務
局
長
：
千
葉
県
流
山
市
は
、
東
京

都
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
に
近
接
し
て
い
ま
す
。

「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
ア
リ
ー
ナ
」
と
い
う
大
き
な
施

設
も
あ
り
、
折
角
の
機
会
で
す
の
で
「
日
刊
ス

ポ
ー
ツ
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
が
開
催
で
き

な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

青
柳
：
素
晴
ら

し
い
ア
イ
デ
ア

で
す
ね
。
多
く

の
方
に
と
っ
て

参
加
し
や
す
い

場
所
で
す
し
、

非
常
に
魅
力
的
な
大
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

西
川
：
私
事
で
す
が
、
吹
矢
を
は
じ
め
て
か
ら

毎
年
の
健
康
診
断
表
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
初

は
検
査
結
果
も
ほ
と
ん
ど
赤
で
し
た
。
生
活
様

式
は
一
切
変
え
ず
加
え
た
の
は
毎
日
の
吹
矢
だ

け
で
し
た
が
２
年
で
数
値
は
驚
く
ほ
ど
改
善
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

十
数
年
経
ち
今
で
は
全

く
悪
い
と
こ
ろ
が
無
く

な
り
ま
し
た
。
か
か
り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
が

―
―
師
範
認
定
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西
川
敏
幸
（
以
下
、
西
川
）：
師
範
に
任
命
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
師

範
と
は
吹
矢
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
中
か
ら
人
間

力
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
周
り
の
方
へ
伝
え
て

い
く
と
い
う
重
要
な
使
命
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら
心
身
を

鍛
え
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力
を
伝
え
て
ま
い

り
ま
す
。

青
柳
芳
英
代
表
理
事
（
以
下
、
青
柳
）：
振
興

協
会
に
西
川
師
範
が
来
て
い
た
だ
け
て
大
変
心

強
い
で
す
。

　

２
０
１
９
年
12
月
に
協
会
の
立
ち
上
げ
を

決
断
し
た
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
時
期

で
人
が
集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
大
変
不
安
で
し

た
。
し
か
し
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
矢
じ
ゃ
な

い
」
と
い
う
振
興
協
会
の
理
念
に
賛
同
い
た
だ

け
る
会
員
の
皆
さ
ん
が
年
々
増
加
し
、
会
員
数

も
５
５
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
加
速
し
て
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
西
川
師

範
に
は
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

―
―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
青
柳
清
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大

会
」
優
勝
者
を
排
出
し
た
い

（
西
川
師
範
）

西
川
：「
流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
」
は
２
０
１
２

年
８
月
に
設
立
し
て
12
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
７

人
で
発
足
し
て
多
く
の
方
が
支
部
員
に
加
わ
り

現
在
の
よ
う
な
陣
容
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
創
意

工
夫
も
あ
り
負
担
を
か
け
な
い
で
楽
し
く
で
き

る
支
部
に
成
長
で
き
ま
し
た
。
支
部
員
が
健
康

で
愉
快
に
楽
し
く

活
動
す
る
こ
と
が
一

番
で
す
が
、
六
段

位
以
上
の
取
得
を

10
人
以
上
に
し
た

驚
い
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

に
な
り
ま
し
た
が
支
部
の
メ
ン
バ
ー
の
肺
活
量

の
デ
ー
タ
を
７
年
間
取
っ
て
い
ま
し
た
。
中
高

年
は
肺
活
量
が
下
が
っ
て
く
る
の
で
す
が
週
に

２
〜
３
回
練
習
さ
れ
て
い
る
方
は
ほ
と
ん
ど
下

が
ら
ず
逆
に
肺
活
量
が
上
が
っ
て
い
る
方
も
い

ま
す
。

青
柳
：
凄
い
デ
ー
タ
で
す
ね
。
振
興
協
会
と
し

て
も
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
健
康
」
に
関
す
る
エ

ビ
デ
ン
ス
を
作
り
、
さ
ら
に
吹
矢
の
健
康
効
果

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
勝
鬨
」
を
実
現

す
る
た
め
に

「
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
認

知
さ
れ
「
勝
鬨
」
を
上
げ
た
い

（
西
川
師
範
）

西
川
：
こ
れ
ま
で
振
興
協
会
は
、
雌
伏
の
時
を

過
ご
し
、
よ
う
や
く
未
来
へ
の
光
明
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
次
に
目
指
す
の
は「
国
民
的
ス
ポ
ー

ツ
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

栄
光
に
向
か
っ
て
「
勝
鬨
」
を
上
げ
る
と
き
が

き
ま
し
た
。

　
「
い
ざ
鎌
倉
」
の
戦
い
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

参
戦
で
き
た
こ
と
は
、
至
福
の
喜
び
で
す
。
皆

様
と
共
に
本
当
の
吹
矢
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ

と
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
楽
し
い
吹
矢
を
多
く
の
方
が
体
験
で
き

る
よ
う
に
地
域
の
他
支
部
の
方
や
個
人
会
員
な

ど
と
交
流
大
会
な
ど
を
多
く
開
催
し
て
普
及
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

青
柳
代
表
理
事
の
考
え
を
具
現
化
す
る
た
め

緻
密
に
戦
略
を
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

青
柳
：
志
を
貫
け
ば
物
事
は
叶
う
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
気
持
ち
の
方
と
一
緒

に
戦
略
を
練
り
、
と
も
に
「
勝
鬨
」
を
上
げ

ま
し
ょ
う
!!

新師範×青柳芳英代表理事「新春対談」新師範×青柳芳英代表理事「新春対談」
　

２
０
２
５
年
の
新
春
に
新
た
に
お
二
人
の
師
範
が
振
興
協
会
に
誕
生
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
下
野
和
朗
七
段
位
（
上
級
公
認
指
導
員
）
と
千
葉
県
の
西
川
敏
幸
六
段
位

（
同
）
の
お
二
人
で
す
。
下
野
師
範
は
振
興
協
会
の
准
師
範
、
最
高
段
位
者
と
し
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
看
板
番
組
に
招
か
れ
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
普
及
の
先
頭
に
立
っ
て
来
ま
し

た
。
一
方
、
西
川
六
段
は
伝
統
あ
る
84
人
の
「
流
山
フ
ジ
タ
カ
支
部
」
支
部
長
と
し

て
准
師
範
３
人
を
育
て
ま
し
た
。
そ
の
手
腕
を
評
価
さ
れ
、
千
葉
県
全
支
部
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
ご
経
験
も
。
新
春
に
あ
た
り
、
２
０
２
５
年
の
振
興
協
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
勝
鬨
」
の
要
と
な
る
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
青
柳
芳
英
代
表
理
事
と
対
談
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
生
中
心
に
首
都
圏
で「
大
学
選
手
権
」開
催
し
た
い

大
学
生
中
心
に
首
都
圏
で「
大
学
選
手
権
」開
催
し
た
い（
下
野
師
範
）

（
下
野
師
範
）

昇
段
試
験
の
期
間
短
縮
で
き
る

昇
段
試
験
の
期
間
短
縮
で
き
る（
青
柳
代
表
理
事
）

（
青
柳
代
表
理
事
）

振
興
協
会
を
必
ず
日
本
一
の
協
会
へ
（
西
川
師
範
）

振
興
協
会
を
必
ず
日
本
一
の
協
会
へ
（
西
川
師
範
）

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
健
康
」
を
証
明
し
た
い
（
青
柳
代
表
理
事
）

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
健
康
」
を
証
明
し
た
い
（
青
柳
代
表
理
事
）
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「第２回スポーツ吹矢九州大会」
今秋開催する

「国民的スポ－ツ」にするため
各大会盛り上げる

「技術」と「精神」鍛え
七段位目指す

心から楽しめる生涯スポーツ
共に成長できる環境築く

「息を吐く」「息を調える」に集中
スポーツ吹矢の魅力は基本動作にあり

指導員の育成に注力
島根県内全域にスポーツ吹矢の輪広げる

呼吸一つひとつに心を込めて
的を見つめる

「継続は力なり」
吹矢を愛する人たち育てる

昇級昇段がやり甲斐につながる
会員の皆様と普及活動に努める

基本を徹底レベルアップ図る
協会と共に「勝鬨」上げる

NNK の紹介に感謝
今年も普及に努め明るい１年にする

質の良い指導員を育成する

未踏の「軽井沢・佐久地域」にも
普及させる

日本一の支部を目指す
七段位に挑戦したい

技術向上をサポート
楽しくスポーツ吹矢広める

合志 明公 准師範 古川 秀秋 准師範

林 誠 准師範

小山 斌敏 准師範

郡司 武満 准師範

勢頭 詩子 准師範

清水 錠治 准師範

上甫木 勇 准師範

小髙 哲夫 准師範

有賀 酉夫 准師範 柏尾 由明 准師範

黒川 秀夫 准師範

山形県総支部長
國井良幾師範

鹿児島県総支部長
髙崎信正准師範

島根県総支部長
髙根俊夫准師範

総支部長・師範・准師範の挨拶総支部長・師範・准師範の挨拶

　新年早々、「第２回スポーツ吹矢九州
大会」という話しが舞い込んで来ました。
第１回大会は協会、支部会員の協力で良
い大会になりました。現在、コロナやイ
ンフルエンザが流行っていますが、皆さ
んのご協力をいただき、今秋には「第２
回スポーツ吹矢九州大会」が開催できる
よう準備していきます。

　「楽しくなければ吹矢じゃない」は、創
設者故青柳清氏のお言葉です。
　各支部の皆さんも同じ気持ちだと思い
ます。スポーツ吹矢を国民的スポ－ツに
するため、各大会に参加して大いに盛り
上げていきましょう。そしてさらなる吹
矢の輪を広げていきましょう！！
　今年も宜しくお願いいたします。

　「流山市フジタカ支部」が、昨年の１１
月１３日付けで振興協会に加わり、1 月 1
日付けで准師範を拝命しました。これか
ら吹矢をさらに盛り上げ、次の目標とな
る七段位を目指します。そしてその地位
に恥じないよう技術と精神を鍛えていき
ます。

　創始者の言葉である「楽しくなければ吹矢じゃない !」をモットーに、
今年も「もっと楽しく ! もっと自由に !」を合言葉に活動してまいります。
スポーツ吹矢は、健康効果だけでなく、心から楽しめる生涯スポーツです。
　吹矢を通じて多くの人々が笑顔になれるよう、その魅力を広める普及活
動に全力で取り組んでまいります。地域にスポーツ吹矢の素晴らしさを伝
え、支部員同士が切磋琢磨しながら共に成長できる環境を築くことを目指
して、これからも活動を続けていきます。

　新春の例会は快晴の冬空の下、窓越しに名峰月山、蔵王連峰、朝日連
峰の遠景を眺めながら、爽やかな吹き初めとなりました。
　「息を吐く」「息を調える」に集中し、改めて基本動作に取り組むこと
でスポーツ吹矢の素晴らしさを実感しました。
　スポーツ吹矢の魅力は基本動作にあり、その習熟と普及活動は車の両
輪のような関係にあると考えています。地域の人々の健康長寿や、それ
ぞれの生きがい作り、仲間との交流を目指し「楽しくな
ければ吹矢じゃない」をモットーに新年もスポーツ吹矢
に取り組みます。

　２０２５年 7 月２３日、「いずもＪＡシニア女子大学 “ みずき ”」（ＪＡし
まね出雲女性部主催）でシニア女性対象の「スポーツ吹矢教室」を開催。
JA とタッグを組みながら普及活動を継続していきます。
　また指導員育成にも注力し、既存の６支部が新規支部を立ち上げられる
よう働きかけていきます。そして第２回島根県大会を 11 月に開催！！
　「楽しみながら健康維持ができるスポーツ吹矢をもっと広く知ってもらい
たい！！」この考えの変わることはありません。
　今年もまた、島根県内全域にスポーツ吹矢の輪を広めて
いきます。

　協会及び会員の皆様にとって輝かしい
一年となりますよう心より祈念します。
　スポーツ吹矢は、ただ矢を的に当てる
だけでなく、呼吸を整え、心を集中させる
ことで心身のリラックス効果をもたらしま
す。「呼吸一つひとつに心を込めて的を見
つめる」この心構えを忘れずに目標を持っ
て、 今年も仲間との交流を大切に共にス
ポーツ吹矢を健康で元気に楽し
みましょう。

　創始者が「気功」からスポーツ吹矢を
作り上げたことに感謝し、その素晴らしさ
を伝えていきます。「もっと楽しく ! もっ
と自由に !」をモットーに、日々の普及活
動に注力します。そして、「継続は力なり」
を信条に、スポーツ吹矢を通じて得た体験
をアピールしながら、吹矢を愛する人たち
を育てていきます。

　思えば 7 年前スポーツ吹矢と出会い、そ
れから昇級・昇段を経ていくうち段々楽し
くなっていく事がやり甲斐に繋がっていま
す。この度、振興協会より准師範に任命さ
れ驚きと戸惑いで一杯です。今後も「楽し
くなければ吹矢じゃない」をモットーに微
力ではありますが会員の皆様の協力を得て
吹矢の普及活動に努めて参ります。

　昨年は地震、集中豪雨、台風など災害
で被災された多くの皆様に心からお見舞
い申し上げます。今年こそは災害のない
良い年で有ります様にお祈り申し上げま
す。
　今年の抱負は、基本を徹底しスポーツ
吹矢のレベルアップを目標に協会と共に

「勝鬨」をあげられるよう頑張ります

　昨年は色々な場所で吹矢を指導し普及
に貢献することができました。
　NHK でスポーツ吹矢が紹介されたこと
で「吹矢を教えて下さい」と多くの人に
声をかけられるようになりました。
　また念願の地域支部を２箇所誕生させ
ることができました。
　今年も吹矢を楽しみながら普及に努
め、明るい一年にしていきま
す !!

　昨年は練習会の指導中に脳出血で倒
れ病院に搬送されました。その際、３
人の会員のスピーディーな対応が、私
の命を繋いでくれとても感謝しています。
そのような出来事があり気付かされたの
が代わりの人材がいないこと。
　今後の目標は、質の良い指導員の育成
です。良い人材を育てていきます。

　かねてから懸案だった蚕都上田丸子地
域の支部設立を果たし、本年は未踏の軽
井沢・佐久地域への体験会を試みて、ス
ポーツ吹矢の普及促進に力を注いで参り
ます。
　更に近年、高齢者や「病気快復期の人
たちに優しいスポーツ」として注目され
ており健康寿命延長の為にも仲間作りと
共にスポーツ吹矢の輪を広げ
ます。

　吹矢を趣味として始めて 11 年になり
ます。こんなに永く続いた趣味ははじめ
てです。目標は、自分の所属する支部を
日本一の支部にすること。
　さらに色々な人が吹矢の楽しさに巡り
合い、永く続く趣味として健康を維持し
てもらうことです。是非とも七段位に挑
戦したいです。

　「准師範」に任命され、みなさんの見
本として示せる存在になりたいです。
　また会員の指導も行い技術向上をサ
ポートしていきます。各種大会では上位
入賞を目指しながら、楽しくスポーツ吹
矢を広めていきたいです。

　当日は師範に任命された「フリー
ダム川口支部」支部長の下野和朗七
段（准師範・上級公認指導員）、准
師範に任命された「戸田さくら草支
部」支部長の勢頭詩子六段（公認
指導員）、「流山市フジタカ支部」の
林誠六段（上級公認指導員）と黒川秀夫六段（上級公認指導員）が出席、
４人に任命証が青柳代表理事から手渡されました。

２０２５年第２回新春８点的スポーツ吹矢大会で２０２５年第２回新春８点的スポーツ吹矢大会で
新しい師範・准師範の任命式が執り行われました。新しい師範・准師範の任命式が執り行われました。

新任 新任 新任 新任

新任

新師範の下野和朗、西川敏両氏の挨拶は対談に換えました。新師範の下野和朗、西川敏両氏の挨拶は対談に換えました。
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全国で地域支部が続々と設立され地域での活動も活発化してきました。そこで皆様の活動の様子もご紹介し
たいと思います。例会、ミニ大会、体験会、懇親会、交流会等々、情報をお寄せください。

「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」事務局広報担当・菅村（☎）０３－６２０６－２６７３ まで

　「中央ろうきん友の会スポーツ吹き矢
愛好会沼田支部」（青地俊則支部長）の（青地俊則支部長）の
呼びかけにより１１月６日呼びかけにより１１月６日「利根・沼田
地区４支部合同の段位・級位試験」がが
沼田市保健福祉センターで開催されま沼田市保健福祉センターで開催されま
した。した。
　参加支部は　参加支部は「中央ろうきん友の会スポーツ吹き矢愛好会沼田支部」（青地支（青地支
部長）部長）「利根保健生協スポーツ吹き矢健康倶楽部支部」「沼田スポーツ吹き矢健
康倶楽部支部」（小幡普支部長）、（小幡普支部長）、「利根保健生協 健康吹矢サークル赤谷湖支部」

（林武支部長）の４支部。（林武支部長）の４支部。
　当日は各支部から合計１６人の支部員が、二段、初段、マスターズ二段、マ　当日は各支部から合計１６人の支部員が、二段、初段、マスターズ二段、マ
スターズ初段、１級、2 級試験にそれぞれ挑み、１２人が合格となりました。スターズ初段、１級、2 級試験にそれぞれ挑み、１２人が合格となりました。
　試験終了後には「普段の練習通りにできた」「緊張して思いのほか点数が伸　試験終了後には「普段の練習通りにできた」「緊張して思いのほか点数が伸
びなかった」などの様々な声が聞かれました。びなかった」などの様々な声が聞かれました。
振興協会から堀井普及部長が審査員としてサポートしました。振興協会から堀井普及部長が審査員としてサポートしました。

　　神奈川県厚木市の神奈川県厚木市の「厚木五箭会支部」（小田（小田
切堅治支部長）は 11 月 19 日と 26 日に厚木市切堅治支部長）は 11 月 19 日と 26 日に厚木市
立小鮎公民館で「スポーツ吹矢教室」を行い立小鮎公民館で「スポーツ吹矢教室」を行い
ました。ました。
　このスポーツ吹矢教室（2 回シリーズ）は、　このスポーツ吹矢教室（2 回シリーズ）は、
小鮎公民館の 11 月の講座として開催しまし小鮎公民館の 11 月の講座として開催しまし
た。募集告知は「小鮎公民館だより」と公民館の掲示板でしたが、19 日は 23 人、た。募集告知は「小鮎公民館だより」と公民館の掲示板でしたが、19 日は 23 人、
26 日は 18 人の参加者が集まり、大盛況でした。26 日は 18 人の参加者が集まり、大盛況でした。
　講師は「厚木五箭会支部」の小田切支部長と同支部の能條和子上級公認指導　講師は「厚木五箭会支部」の小田切支部長と同支部の能條和子上級公認指導
員、そして支部員の皆さんが体験者一人ひとりをサポートしました。員、そして支部員の皆さんが体験者一人ひとりをサポートしました。
　体験は、礼から始まり礼で終わる「基本動作」からスタートしたので、参加　体験は、礼から始まり礼で終わる「基本動作」からスタートしたので、参加
者は悪戦苦闘しながらもあっという間に 2 時間が終了しました。者は悪戦苦闘しながらもあっという間に 2 時間が終了しました。

　「もっと教室続けてほしい」と参加者　「もっと教室続けてほしい」と参加者

　参加者の多くから「もっと教室を続けてほしい」「楽しかっ　参加者の多くから「もっと教室を続けてほしい」「楽しかっ
たです」と嬉しい声が寄せられました。小田切支部長は「今たです」と嬉しい声が寄せられました。小田切支部長は「今
後も地域公民館の講座を活用し、吹矢の輪を広げていきま後も地域公民館の講座を活用し、吹矢の輪を広げていきま
す」と普及に手応えを感じていました。す」と普及に手応えを感じていました。
　振興協会からは田口貴事務局長が参加しました。　振興協会からは田口貴事務局長が参加しました。

群馬県利根・沼田地区４支部が合同の段位級位試験開催群馬県利根・沼田地区４支部が合同の段位級位試験開催
「練習通りできた」と12 人が合格「練習通りできた」と12 人が合格

振興協会の堀井普及部長が審査員としてサポート振興協会の堀井普及部長が審査員としてサポート
「厚木五箭会支部」の「スポーツ吹矢教室」大盛況 !!「厚木五箭会支部」の「スポーツ吹矢教室」大盛況 !!

2024年11月6日(水)
2024年11月19・26日

〜スポーツ吹矢発進・発信〜〜スポーツ吹矢発進・発信〜

　島根県の「島根県スポーツ吹矢振興協会」（会長は髙根俊夫県総支部長）は
11 月 17 日 、「第１回スポーツ吹矢島根大会（出雲神在月杯）」を出雲市総合体
育館サブアリーナで開催しました。
　地元雲南市の「島根うんなん支部」（土江清夫支部長）、出雲市の「スポーツ
吹矢鳶巣支部」（中島薫支部長）、「かわとひめくらぶ支部」（花原良治支部長）、「斐
川エアポート支部」（福島勲支部長）、広島県「チーム・パル五日市支部」（菊田
勝支部長）、愛知県「ほのくに豊橋支部」（二村博敏支部長）の６支部と吹矢ク
ラブから約４０人が参加しました。

　島根大会は初の広域大会ということで主催の「一般
社団法人スポーツ吹矢振興協会」の青柳芳英代表理事
が出席しました。
　さらに開会式では菊田支部長と一緒に始矢式を行
い、大会がスタートしました。
　競技は１０ｍ男／女、８ｍ男／女、６ｍの男女混合
の３クラス。６Ｒ（３Ｒ×２）の得点を競いました。

「島根からスポーツ吹矢盛り上げる」と髙根会長

　各クラス優勝、準優勝、第三位のほか「飛び賞」「パーフェクト賞」なども設け、
参加者全員に賞品が贈られました。
　髙根会長は「遠方よりの参加に感謝します。これからも他の地域との交流を
増やし、島根からスポーツ吹矢を盛り上げていきます」と次回大会開催への意
欲を燃やしています。
　振興協会からは青柳代表理事と田口貴事務局長が参加しました。

島根大会
島根県で「第１回 スポーツ吹矢島根大会（出雲神在月杯）」島根県で「第１回 スポーツ吹矢島根大会（出雲神在月杯）」

「神在月」に４０人が競技と交流楽しむ「神在月」に４０人が競技と交流楽しむ
広島、愛知両県からも 2 支部が参加広島、愛知両県からも 2 支部が参加

　栃木県「矢板市スポーツ吹矢オープン大会実行委員会」（湯澤正樹大会会長）
は 11 月 20 日 、「第２回矢板市スポーツ吹矢オープン大会」を矢板市文化スポー
ツ複合施設で開催しました。
　当日は同県支部の「矢板ながみね支部」（湯澤正樹支部長）、「矢板中る支部」（大
武光子支部長）、「矢板シニアクラブ末広会支部」（山口忠男支部長）、「宇都宮西
原支部」（市村吉二支部長）に加えて、茨城県「潮来支部」（藤田富代支部長）、「古
河せせらぎ支部」（佐藤義徳支部長）、埼玉県「フリーダム川口支部」（下野和朗
支部長）、東京都「ペアー新百合ヶ丘支部」（手嶋英成支部長）のメンバー、フリー
の愛好家も参加、第１回大会を上回る総勢 52 人での開催となりました。

森島矢板市長が参加者を激励

　当日は栃木県矢板市の森島武芳市長が来賓として開会式に参
加。「矢板市では『スポーツ』と『観光・旅行』を組み合わせたスポー
ツツーリズムを推進しています。第２回大会の開催ということで、
これからも市内外から多くの愛好家が矢板市に訪れ、吹矢といえば矢板と呼ば
れるようスポーツ吹矢の魅力を広げてください」と参加者を激励しました。
　競技は 1 ０ｍ男・女、８ｍ男・女、６ｍ男女混合、マスターズ 8 ｍ男女混合を
各６ラウンドで競い合いました。
　表彰は「優勝」「準優勝」「第 3 位」のほか「パーフェクト賞」や前回大会で

好評だった的の中心黒点が７点から 10 点になる「黒点賞」も。
　賞品はビックサクセスの NEW 矢の他に商品券、和菓子などバラエティに富ん
でいて参加者は皆大喜びでした。
　大会を主催した湯澤大会会長は「参加していただける支部も増え、第３回大
会開催も盛大に行えるよう準備を進めていきたいと思います。」と力強くこれか
らの抱負を語ってくれました。
　振興協会から田口貴事務局長、堀井達矢普及部長、菅村昭文広報担当の３人
が参加しました。

矢板大会
「第２回 矢板市スポーツ吹矢オープン大会」「第２回 矢板市スポーツ吹矢オープン大会」

前回上回る５２人が交流、東京都、埼玉県、茨城県の支部からも参加者前回上回る５２人が交流、東京都、埼玉県、茨城県の支部からも参加者
矢板市長が「吹矢と言えば矢板」と参加者を激励！！矢板市長が「吹矢と言えば矢板」と参加者を激励！！

▲青柳代表理事と菊田支部長に▲青柳代表理事と菊田支部長に
よる始矢式よる始矢式

【８】一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



【 開 催 日 時 】
【 開 催 場 所 】
【 募 集 人 数 】
【 参 加 資 格 】

　
【 競 技 種 目 】
【 参 加 費 用 】
【 申 込 期 間 】

【お問い合わせ】

【 開 催 日 時 】
【 開 催 場 所 】
【 募 集 人 数 】
【 参 加 資 格 】

　
【 競 技 種 目 】
【 参 加 費 用 】
【 申 込 期 間 】

【お問い合わせ】

2025 年 4 月 30 日 （水）　午前 11:30 ～（受付 11：00 ～）
藤沢市　秋葉台文化体育館　第１体育室　神奈川県 藤沢市 遠藤 2000-1　 
100 名　
神奈川県内のスポーツ吹矢愛好家（オープン大会）
※会報、HP 等に名前、写真掲載不可の方は、参加をお見送り下さい。
男子 10 ｍ、女子 10 ｍ、男女混合 8 ｍ、男女混合 6 ｍ、マスターズ 8 ｍ（75 歳以上希望者）
2,000 円／ 1 人（徴収方法は、事前振込）
2025 年 3 月 10 日（月）13：00 ～ 2025 年 4 月 18 日（金）17：00 まで
振興協会 HP 大会告知より専用申込書を出力し、必要事項をご記入の上、FAX、E-mail、郵送に
てお申し込みください。
◆ FAX 03-6206-2674　　　◆ E-mail info@sports-fukiya.jp
◆〒 103-0006　東京都中央区日本橋富沢町 7-9 京桜興産ビル２Ｆ
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会事務局 TEL03-6206-2673
★本大会の詳しい内容は HP でご確認下さい。
★大会申込書を郵送希望の方は事務局までご連絡下さい。

第 5 回 日刊スポーツ杯 スポーツ吹矢大会 ㏌ 流山第 5 回 日刊スポーツ杯 スポーツ吹矢大会 ㏌ 流山

第 2回 スポーツ吹矢 神奈川県大会第 2回 スポーツ吹矢 神奈川県大会

2025年春期指導員認定試験・大会開催2025年春期指導員認定試験・大会開催
 皆様のご参加お待ちしています !! 皆様のご参加お待ちしています !!

藤沢市善行大越スポーツクラブ支部
安西支部長

【 開 催 日 時 】
【 開 催 場 所 】

【 受 験 資 格 】

【 試 験 内 容 】

【 受 験 料 】
【 認 定 料 】
【 申 込 方 法 】

【 申 込 締 切 】
【お問い合わせ】

2025 年 4 月 14 日（月） 13：00 ～ 16：30（受付 12：45 ～）
東京都中央区立総合スポーツセンター　３Ｆ小体育室
東京都中央区日本橋浜町２丁目５９−１ 中央区立浜町公園内
●公認指導員：スポーツ吹矢歴 2 年以上かつ 18 歳以上で、三段位以上の者
●上級公認指導員：公認指導員歴 1 年以上、四段位以上の者
学科試験／座学／実技試験／基本動作講習
詳しくは振興協会 HP「指導員試験実施のお知らせ」の実施要項にてご確認下さい。
10,000 円（申込確認後、払込票を郵送します）
10,000 円（認定料は試験合格時に発生します）
振興協会 HP「指導員試験実施のお知らせ」より専用申込書を出力し、申込書に必要事項を記入の上、FAX もしくはメール、郵
送にてお申込み下さい。
◆ FAX/03-6206-2674　◆ E-mail/info@sports-fukiya.jp 
◆〒 103-0006 東京都中央区日本橋富沢町 7-9 京桜興産ビル２Ｆ 
★申込受付後、試験に必要な「指導員用スポーツ吹矢規則集」及び「スポーツ吹矢の魅力と手引き」、受験料払込票をお送りい
たします。 
FAX またはメールにて 2025 年 3 月 1 日（土）～ 2025 年 3 月 31 日（月）17：00 まで にお申し込みください。 
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会事務局 TEL03-6206-2673

上級公認指導員・公認指導員資格認定試験上級公認指導員・公認指導員資格認定試験2025 年2025 年
春期春期  

4/30

5/23

4/14

受講者受講者
大募集大募集

2025 年 5 月 23 日（金）午前 10：30 ～開催　（受付 9：45 ～）
流山市キッコーマンアリーナ（流山市総合体育館）　千葉県流山市野々下 1-40-1
250 名　
スポーツ吹矢愛好家（オープン大会）
　※会報、HP 等に名前、写真掲載不可の方は、ご参加をお見送り下さい。
男子 10 ｍ、女子 10 ｍ、男女混合 8 ｍ、男女混合 6 ｍ、マスターズ 8 ｍ（75 歳以上希望者）
2,000 円／ 1 人（徴収方法は、事前振込）
2025 年 4 月 15 日（火）13：00 ～ 2025 年 5 月 15 日（木）17：00 まで
振興協会 HP 大会告知より専用申込書を出力し、必要事項をご記入の上、FAX、E-mail、郵送にてお申し込みください。
◆ FAX 03-6206-2674　　　◆ E-mail info@sports-fukiya.jp
◆〒 103-0006　東京都中央区日本橋富沢町 7-9 京桜興産ビル２Ｆ
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会事務局 TEL03-6206-2673
★本大会の詳しい内容は HP でご確認下さい。
★大会申込書を郵送希望の方は事務局までご連絡下さい。

多くの方のご参加をお待ち

しています。
天気がよければ、富士山も

バッチリ見えます！

参加者参加者
大募集大募集
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　地域の高齢者が気軽
に参加できる活動の場
として練習会場へはバ
スや徒歩でお越しいた
だけます。
　 練 習 日 は 毎 月 第 １・
３火曜の午後１時から。自由練習や記録会を実施。明
るく和やかな雰囲気の中で健康増進やリフレッシュを
図り、スポーツ吹矢の楽しさを実感しています。
　今後も地域の高齢者の皆さんがより健康で充実した
生活を送れるよう活動を続けてまいります。

　手軽で健康的なスポーツを探していて「スポーツ吹矢」
にたどり着きました。
当初は近所の皆さんとスタートしましたが、現在は範囲
も広がり友人関係から加入者も増えています。毎週金曜
の午後２時間ほど活動。「基本動作を正しく行う」をモッ
トーに練習しています。年２回、地域の他支部と大会も
開催しております。
　支部員は現在１２人（男生３人　女性９人）。年代は
５０～８０代と幅広く、練習中も笑い声が絶えません。
常に「明るく、楽しく、健康に」をモットーに、皆で吹
矢を楽しんでいます。今後は他の地域支部との交流会
などにも積極的に参加したいです。

「明るく・楽しく・健康に」集う１２人
「基本動作を正しく」年２回他支部との大会も

長野長野
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
信州ききょう支部信州ききょう支部
五味 信一支部長（四段位・上級公認指導員）

　「稲城吹き矢の会」は４支部ありましたが、高齢化に
伴い毎月の運営が滞るようになりました。稲城市長の参
加・来席の大会も１３回で終了。担い手が決まらず解散
となりましたが、他の支部長からの推薦と今後の会員増
を望み「稲城吹矢の会 向陽台支部」を設立しました。
　練習は、稲城市の城山文化センターで毎週火曜の 12
時半から約３時間。人員は７人ですがコーヒータイムも
あり、和気あいあい練習しています。
　今後も「健康で明るい日々を送り一人ひとりが主役」
をスローガンに、基本動作の反復練習で「量質転化」
を目標に吹矢に取り組んでいきます。

メンバーの７人は「一人ひとりが主役」
基本動作の反復練習で「量質転化」ねらう

東京東京
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
稲城吹矢の会 向陽台支部稲城吹矢の会 向陽台支部
竹原 博幸支部長（三段位）

　平成２６年４月から鳥
取市立大正公民館で月 2
回練習していましたが、
指導者の都合で一時休
止。その後、吹矢を続け
たいとの要望を受け、同
好会として再出発。１０
年目を迎えた節目として自分たちのレベルがどのくら
いか確認するため昨年１１月に支部を設立しました。
　現在、月 2 回の練習を公民館で行い、地域交流や
公民館のイベントにも積極的に参加。基本動作をお互
いに確認し合い、時にはお茶会などで楽しんでいます。
上達が遅くても、お互いに励まし合いながら教え合い、
支部内で年１〜２回試合形式で競い合い、記録会に挑
戦したいと考えています。

「自分たちのレベル確かめたい」と支部設立
「全国一斉記録会」にも挑戦したい！！

鳥取鳥取
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
いなば梨っこ支部いなば梨っこ支部
岸本 早苗支部長

　 シ ニ ア 大 学 在 学 中、
健康維持を目的に「ス
ポーツ感覚」で吹矢サー
ク ル を 7 人 で 設 立。2
年で会員は 19 人（男性
15 人、女性 4 人）に増
加しました。
　毎月 3 回土曜に飯山公民館で練習し、基本動作や
技術向上に励んでいます。現在、公認指導員 2 人が
指導を行い、外部講師を招いた「健康座学」や昇段試
験を通じて技量向上を目指しています。
　今後は地元の人に練習風景を公開して吹矢の魅力を
伝え、他支部と交流も深め活動に生かしていきます。

「健康座学」や昇段試験を通し技量向上図る
練習風景公開して地域に吹矢の魅力を伝えたい

長野長野
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
いいやま雪国吹き矢支部いいやま雪国吹き矢支部
小林政雄支部長（三段位・公認指導員）

　 以 前 観 て い た テ レ
ビ で「 吹 矢 が 高 齢 者
の健康に良い」と知り
２０１９年 4 月にサー
クルを立ち上げました。
そして２０２４年、振
興協会のイベントに参
加したことを機に１２月に支部登録しました。
　現在、会員数は１２人（男性７人、女性５人）。第２・
４月曜の午後に和気あいあいと練習しています。初心
者には的に当てる楽しさを感じてもらえるよう３m か
ら練習を実施。中級者どうしは互いに指摘し合いなが
ら技術を磨いています。会の目標は「明鏡止水」、雑
談中でも矢を吹く際は集中を心がけています。今年度
から大会にも積極的に参加しようと思っています。

和気あいあいも集中して技術磨く
「明鏡止水」の境地で大会にも挑戦

神奈川神奈川
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
吹き矢の会 加賀原支部吹き矢の会 加賀原支部
古川 秀比古支部長（三段位）

地域の高齢者が気軽に参加できる活動の場
和やかに健康増進やリフレッシュ図る

東京東京
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
吹矢同好会 町田金森支部吹矢同好会 町田金森支部
池田 賢一支部長（五段位・上級公認指導員）

段位・級位認定者段位・級位認定者
段位認定者

【五段位】

中谷 絢子、有賀 麗子

【四段位】

飯山 敬子、小林 芳夫、樋口 夏美、小林 茂夫、多田 康彦

【三段位】
横山 和男、清水 美夫、鈴木 義久、野口 宗廣、齋藤 榮作、宇田 宗夫、金川 誠、
永井 博孝、鳥山 平、小林 ひろ子、相原 祐美子

【二段位】

山口 富男、下野 利行、浦田 信、鶴田 啓子、石川 一美、堀 洋治、髙橋 信康、青
山 美佐子、畑山 恵子、貝川 義和、梅村 充之、長江 トミ子、松永 勉、石田 都美枝、
丸山 栄二、西澤 洋一、平岡 秀之、大久保 仙太郎、伊藤 和夫、渡辺 桂子

【初段位】
中島 清、小野 浩、渡邉 芳彦、菊地 いね子、田中 眞規子、加藤 ひとみ、田中 純子、
大橋 三津子、丸川 ひとみ、境 幸代、郡司 貞雄、木村 裕、高橋 秀夫、小針 せつ子、
磯﨑 廣明、猫塚 忠助、谷本 均、廣川 みち子、中石 広美、草野 一巳、渡辺 由美子、
安江 辰二、安江 芙美子、那須野 正江、渡部 幸子、橋本 浩子、古谷野ふみ子、参宮 学、
國重 和人、原 直子、小原 隆一、金子 友子

級位認定者
【１級位】

益子 久、笠原 良子、根本 満夫、大信 重典、渡辺 裕子、佐藤 文嘉寿、北村 修一、堀内 のり子、
遠藤 政美、白岩 光枝、二藤部 貞之、渡邊 洋子、堀内 郁雄、髙橋 基廣、濱嵜 和子、蔭山 茂喜、
川上 ちかこ、中村 雅己、塩野﨑 幸子、中浦 裕子、小暮 郁夫、槍崎 裕、酒井 瑞代、加藤 栄一、
杉山 京子、長瀬 洋子、船間 百合子、福永 一徳、千堂 宣男、佐藤 正竹、柳瀬 百合子、奥村 
孝子、齋藤 和子、篠崎 かほり、村山 幸子、矢島 良子、矢島 秀彦、上村 トシ子、池田 ヒロ子、
濱田 洋子、八反田 寿江、富樫 實、桑原 龍男、吉村 敬司、西澤 小枝子

【２級位】
伊藤 良子、太田和 やよい、小板橋 マサ子、大胡 幸子、加藤 訓子、田丸 光子、美馬 りん、細川 和子、
山田 柔子、田丸 精一、山口 国男、君塚 毅、西川 康治、中根 健植、加藤 公恵、上嶋 久子、滝 佳子、
清水 惠三子、前川 隆行、小島 賢次、竹内 よし子、村田 美代子、関 文彦、藤野 裕、友山 富士子、小
田 恵利花、沢山 朱美、高岡 俊雄、小島 美枝子、井原 千佳子、阿部 喜平、飯野 靜代、金井 茂、三原 
万里子、岩永 浩介、市岡 良平、市岡 幸子、高橋 みね子、端山 和也、登 準一、中野 満子、芦野 真実、
稲森 みゆき、河原 規子、安保 厚、関 フミ子、本炭 洋子、菅野 啓子、西垣 有美子、金井 芳明、関 真
理子、村山 輝秋、堀切 弘美、吉岡 美和子、花輪 信彦

【5級位】
村田 昭子、堀江 隆行

新たに以下の方々が「段位・級位試験」に合格されました（申請順／敬称略）
2024.11.8~2025.1.14 まで

認定された皆様!
 おめでとうございます!!

マスターズ段位認定者
【マスターズ五段位】

阿部 敏夫、川井 正人、林 克彦、今井 孜朗、遠藤 文子、光位 和夫
【マスターズ三段位】

瀬谷 征子、三澤 康二郎
【マスターズ二段位】

田口 圭子
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上級公認指導員公認指導員

田中 郁衣 五段
（長野県）

小林 政雄 三段
（長野県）

井出 貴久 四段
（長野県）

横山 和男 三段
（長野県）

上野 至 四段
（長野県）

※「サムライ列」「なでしこ列伝」はお休みさせていただきます。

会報誌・第 18 号の記事において掲載漏れがありました。

　●７頁「第２回 信州・東信スポーツ吹矢交流会」の参加支部
　　【掲載が漏れていた支部】「上田川西支部」（西澤豊支部長）

お詫びと訂正

お詫びして、訂正させていただきます。

【10】一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」へ「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」へ

全国で地域支部続々誕生中 !!全国で地域支部続々誕生中 !!

　「楽しくなければ吹矢
じゃない」という振興
協会の理念に賛同し支
部を設立。スポーツ吹
矢を創設した青柳清氏
の考えを広げ、国民的
スポーツ化を目指して
います。練習はほぼ毎日、月例の記録会も実施。練習
会場毎に責任者を設け、計画的に練習を進めています。
地域密着のため、市の行事への参加や年 4 回の体験会
も開催。技術向上のため六段位受験講座も月 1 回実施。
忘年会やゲーム大会を通じ交流を深めています。
　現在六段位が５人在籍し、１０人を目指しています。
過去、全国大会優勝者を輩出した実績を生かし、さら
なる活躍を目指します。

振興協会最大８４人の実力も実績もある伝統支部
師範１人、准師範３人在籍、六段位１０人目指す

千葉千葉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
流山市フジタカ支部流山市フジタカ支部
西川 敏幸支部長（師範・六段位・上級公認指導員）

　昨年３月に「宇都宮西原支部」を創設し普及活動を
続けています。
　地元、さくら市でも新たに普及活動を行うため「さく
ら喜連川城支部」を設立しました。練習は月２回、都合
の良い日に３時間程度。小人数でのスタートなので練習
時間はたっぷり。基本動作を重視して各自目標に向かっ
て練習に励んでいます。
　入会費・年会費無料なので少しでも負担が軽くなりま
すので助かります。
　「楽しくなければ吹矢じゃない」をモットーに、得点
にはこだわらず基本動作を守り練習を楽しみながら会員
数拡大を目指します。

「楽しくなければ吹矢じゃない」を実践
「基本動作」を重視、各自が目標に向かって練習

栃木栃木
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
さくら喜連川城支部さくら喜連川城支部
 市村 吉二支部長（四段位・公認指導員）

　組合員３万人の「利根保健生協」では多くの支部が
スポーツ吹矢をはじめています。「フレイル予防にな
る」体験会を開催し、これまで実際に体験した方の中
から６人が興味を持ち、支部を設立しました。
　これから練習を含め、スポーツ吹矢の活動を考えて
いきます。現在の支部メンバーはとても明るい方々の
集まりです。続けることで「健康の保持・増進」につ
なげ、練習を重ねることで、同じ利根保健生協の仲間
と大会を開き、そこへ参加できるようにしたいと思い
を巡らせています。

「フレイル予防」で広がるスポーツ吹矢の輪
「利根保健生協」１１支部の合同大会目指す！！

群馬群馬
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
利根保健生協 スポーツ吹き矢 健康クラブ白沢支部利根保健生協 スポーツ吹き矢 健康クラブ白沢支部
増田 智海支部長

　吹矢による腹式呼吸法が健康に非常に適しているこ
とから、8 人のグループでスポーツ吹矢を始めました。
活動としては、群馬県内の身体障がい者で吹矢を続け
ている方々への啓発活動を行っています。
　「公益社団法人群馬県身体障害者福祉団体連合会」
の一部役員や事務局職員が、吹矢を通じて交流を深め
るため、基本的に毎週火曜日に練習しています。
　また障がい者に限らず、新前橋東地域の愛好者を募
り、地域交流と仲間作りを推進していきます。

健康に良いスポーツ吹矢で障がい者を啓発
新前橋東地域の愛好者との交流と仲間作りも

群馬群馬
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
新前橋あずま支部新前橋あずま支部
杉田 安啓支部長（三段位・公認指導員）

　１７年の歴史がある野
田支部は、初代支部長が
１２年間活動後、２代目
の支部長として私が５年
間引き継いでいます。初
代支部長は基本動作や
姿勢を厳しく指導し「所
作が美しければ精神にも影響する」という教えを守り続
けています。月６回程度（水・木）の練習を行い、３ヶ
月に１回の記録会で腕を磨き、年末の吹き納め大会を楽
しんでいます。支部の平均年齢は７０代半ばでアクティ
ブなメンバーが多く、吹矢以外にも多趣味な活動をして
います。コロナ禍で減少した支部員は増え、活気を取り
戻しつつあります。市の公民館から吹矢教室の開催依頼
がありますので、今後も支部員の増加を目指しています。

「所作が美しければ精神にも影響する」と１７年の歴史紡ぐ
市公民館「吹矢教室」で支部員増やす

千葉千葉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
野田支部野田支部
肘井 博志支部長（五段位・上級公認指導員）

　昨夏、県都山形市で
吹矢体験会を開催した
ところ女性 2 人が興味
を示し 10 月 25 日に支
部を設立しました。「山
翡翠（やませみ）」は、
美しい姿と百発百中の
狩りで「渓流の貴公子・貴婦人」と称される「翡翠（か
わせみ）」の仲間です。吹矢の型もそうありたいとの
思いを支部名に込めました。
　月 4 回（1 回 2.5 時間）の例会では腹式呼吸や基本
動作を習熟し、休憩中は情報交換を楽しみます。また
県大会や技能認定試験にも積極参加。今後も健康増進
や仲間づくりを目指してスポーツ吹矢の普及活動を広
めていきます。

山形山形
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
山形やませみ支部山形やませみ支部
國井 良幾支部長（師範・五段位・上級公認指導員）

　地域スポーツクラブの
有志により、会員の健康
増進や親睦の場となり、
更には、吹矢の技術向上
になればと支部を設立。
活動場所は宇都宮市清原
体育館剣道場、基本的に
土曜の午前中（月 3 回程度）練習をしています。
　「呼吸法」を意識した基本動作の習得を心掛け、集中力
を高めるために練習でも「一発勝負」を採り入れています。
和気あいあいと楽しみながらも吹矢のレベルアップを図り、
各人有段者を目指しています。支部大会も年 2 回予定して
おり、県内支部のみなさんとも交流を図ります。また地域ス
ポーツクラブと連携し、会員の増加を図って行きたいです。

「呼吸法」を意識した基本動作で集中力高める
地域スポーツクラブと連携して会員増図る

栃木栃木
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
宇都宮東支部宇都宮東支部
石川 嘉徳支部長（五段位・上級公認指導員）

　これまで公民館活動
として行ってきました
が、振興協会のことを
知り、より広く活動で
きるよう支部を設立し
ました。
　毎週水曜日（10 〜 12
時）の２時間、３台の的で 1 人９ゲームを必須として
プレーしています。満点賞（35 点）には、1 回のみ
ささやかな賞品を用意して楽しんでいます。３〜４ヶ
月に 1 回はゲーム方式（ビンゴ、回転的、真ん中黒点）
を取り入れ、趣向を凝らして和気あいあいと楽しんで
います。ここ数年、メンバーが少ないためスポーツ吹
矢の楽しさをアピールし普及活動を行っていきます。

一人９ゲームが必須、満点賞には賞品も
吹矢の楽しさアピールして普及活動にも取り組む

埼玉埼玉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
秩父支部秩父支部
八木 昭支部長

　１９年前「宮代吹矢ク
ラブ」として産声を上げ、
令和５年１０月「宮代四
季彩支部」として振興協
会に加盟しました。
　練習は週２回（火・金
は午後と夜間）、使用し
ている体育館は空調の設備がありませんが、夏の暑さ、
冬の寒さにも負けず年間を通じて活動しています。　　　
　毎月最終週にはミニ大会を開催し、上位３位までには矢
と副賞、優勝者はハンディも授与の特典付き。チーム戦
では合計得点上位のレーン参加者全員に賞品を授与。
　１５年前から障がい者支援プログラムの一環としてスポー
ツ吹矢が導入され、月２回の出前教室を継続中。地域交流
を深めながら、会員の親睦と技術向上を目指しています。

毎月最終週に「ミニ大会」開催
月２回「出前教室」で障がい者を支援

埼玉埼玉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
宮代四季彩支部宮代四季彩支部
鷺谷 由記夫支部長（五段位・公認指導員）

第
一
回
埼
玉
県
大
会
参
加
者

目指せ！目指せ！
500500支部、会員支部、会員1000010000人!!人!!

美しい姿と百発百中の狩りの姿から「山
や ま せ み

翡翠」と
大会や技能試験に積極的に参加、普及活動も
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　会員の皆様、今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
　この年末年始の寒い中でも皆さんの活動が活発で、正直、驚いています。
　12 月に行われた冬の全国一斉記録会の参加者は、なんと 1,300 人を

越えました。
　「さすがに真冬の記録会は参加者も減る」というこちらの予測は、ただ

の “ 的外れ ” となり、大幅に増え、「結果はいつ？」のご連絡もたくさんいただきました。
　この 2 ヶ月あまりの段位級位の認定申請も 180 件を越えました。私みたいに試験は受け

たが残念な結果だった人もたくさんいるので、いったいどれだけ多くの方が受験したこと
でしょう。私も皆さんのように、昇段がんばります。

　１月８日に東京で開催された「新年のご挨拶＆新春 8 点的大会」は、新年早々の開催にも
かかわらずたくさんの方にご参加いただきました。

　今年の「新春 8 点的大会」は、優勝賞品が「A5 ランクの宮崎牛」、参加者は段級位に関
係なく全員が 8 ｍ、結果は大混戦で優勝者は女性。見ているこちらも面白い。

　来年は他の地域でも「新年のご挨拶＆新春大会」をぜひ開催したいですね。
　上級公認・公認指導員の資格維持費 0 円はさらに延長することが決定しました。
　この 5 年間で「ぜいたくしなければ、それでも私達はやっていける」ということを示せた

と思います。各地指導員の皆様、負担を感じず、引き続き気持ちよくご活躍くださるよう
お願いします。

　この年末年始も、会員、支部数とも大幅に増え続けています。春の記録会も、春の指導員
試験もすぐにやってくる。各地の大会も次々決まってきています。

　今年も皆さんとともに、事務局一同、がんばってまいります！

お問い合わせ 私の日々の活動を紹介するホームページ内のブログ「今日も吹
矢日和」も引き続き、ご愛顧のほどよろしくお願いします。

事務局長 田口 貴

TEL 03-6206-2673（事務局）
★たくさんのお問い合わせ、お待ちしています！

５人集まれば新規支部が作れます！

新規支部新規支部全国大募集!!全国大募集!!

吹矢愛好者ならどなたの入会も大歓迎。他団体でお持ちの段位、級位、資格、役職も同待遇で認定します。

ビックサクセスの吹矢商品、
1 度に限り 20％引き。入門セットも
会員価格で購入できます

入会特典

入会費・年会費入会費・年会費  00円円
新規入会者・現会員新規入会者・現会員
年会費 撤廃します !!年会費 撤廃します !!

上級公認指導員・公認指導員上級公認指導員・公認指導員

「資格維持費」「資格維持費」2年間2年間00円円
2025～
2026年度　　

なんと！ワンタッチ的スタンド 1 台
NEW 矢５ケースを新規支部ごとにプレゼント

吉
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の
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事
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。

　

本
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お
っ
と
り
し
た
性
格
の
清
で
し
た
が

母
の
病
状
が
そ
れ
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
家
が
生
き
抜
く
た
め
に
は
お
金
が
必
要
で

し
た
。
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14
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の
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学
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始
め
た
行
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け
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。
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９
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１
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ま
す
。
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３
畳

一
間
の
部
屋
を
借
り
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま

し
た
。
部
屋
を
借
り
る
際
の
礼
金
も
頭
金
も
ア

ル
バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
で
し
た
。

　

以
来
、
清
は
、
学
費
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
に

必
要
な
も
の
は
全
部
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
都
合
し
、

そ
れ
こ
そ
下
着
一
枚
人
に
買
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
す
る
と
清
は
バ
ス
会
社
を
振
り

出
し
に
持
ち
前
の
才
覚
で
大
手
出
版
社
の
幹
部

に
ま
で
出
世
し
ま
す
。
が
「
組
織
の
繁
栄
と
社

員
個
人
の
幸
せ
の
一
致
す
る
会
社
を
自
分
の
手

で
作
り
た
い
」
と
41
歳
で
脱
サ
ラ
、
ダ
イ
セ
イ

コ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

青
柳
清
の
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憧
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で
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５
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　的に向かう青柳清。青柳清は「な
んとか健康になりたい」とスポーツ
吹矢を創始した。ダイセイコー社内
報２０１３年９月号から）
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２
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長
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０
２
６
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２
０
２
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で

　　　　　　　　
　振興協会の國井良幾師範（山形県総支部長）が昨年１０月７日、東京都内で開催された振興協会
の「上級公認指導員・公認指導員資格認定試験」で講師及び試験官を務めました。その講義は２０
年以上の吹矢歴に基づくスポーツ吹矢愛に満ちた模範となる内容でした。
　その講義を國井良幾師範の「吹いて健幸、吹いて幸せ」～（上級）公認指導員試験の講義から～
と題し紹介します。

國井良幾師範の國井良幾師範の
「吹いて健幸、吹いて幸せ」「吹いて健幸、吹いて幸せ」
～（ 上 級 ） 公 認 指 導 員 試 験 の 講 義 か ら ～～（ 上 級 ） 公 認 指 導 員 試 験 の 講 義 か ら ～

第１回＝尊敬される（上級）公認指導員を目指して
【はじめに】

　私がスポーツ吹矢公認指導員に認定されて２０年になります。

　（山形）県内にスポーツ吹矢を普及するため吹矢体験会・吹矢教室

を幾度となく開催し、愛好会・支部の設立に繋がりました。多くの仲

間は今も続けていますが体調不良や家庭環境、技能向上の難しさ、人

間関係のため辞められた方もたくさんいます。

　（上級）公認指導員（以下、公認指導員という）の皆様が今後予想

される問題点について項目別に整理してみました。指導の難しさ、吹

矢に対する思いの違い、経済的な問題、地域性の特徴などこれまで経

験したことを列挙します。

　皆様の今後の活動に少しでも役に立てれば幸いです。

【目　標】
◎スポーツ吹矢は健康で安全な生涯スポーツ。積極的、創造的な生活

を実現し、スポーツ吹矢を通じ健康の維持増進を図る。また、スポー
ツ吹矢の普及、発展を目指しましょう。

◎「楽しくなければ吹矢じゃない」をモットーに、体験会、吹矢教室
等を開催、受講者の支部加入促進を図りましょう。

◎指導は根気よく丁寧に行い、「この人と出会えてよ
かった」、「この人に教えてもらって元気になった」
と感謝されるような指導者になりましょう。

次回は〈（上級）公認指導員の役割〉

〈國井良幾師範略歴〉
山形県総支部長。「やまがた 2 １翡翠支部」「山形やませみ支部」支部長
師範・五段、上級公認指導員。

期間延長!! 今後２年間いただきません!! 編集後記

【12】令和 7 年 2 月７日（金）発行 一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報


